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はじめに
　
人に性別があるように、言葉にも「男ことば」と「女ことば」
がある。その様々な言葉の中から、 「女房詞」に視点を置いて、研究を進めたいと感じた。 「女性」ならではの特徴が、 「女房詞」に、見ることができるであろう。女房たちの宮中の生活や日常、時代の移り変わり 、女房詞にどう反映しはどう変化しているのかについて記述する。
分析資料
　
高級女房たちによる仮名日記、
『御湯殿上日記』である。
　
筆者は、主に典侍など、高級女房たちである。詰め所は、議
定所と常御殿に隣接された天皇の風呂場（湯殿）の近くにあり、『御湯殿上日記』の名前の由来とされている。執筆者は複数に及び、天皇が執筆をした記事（元亀三年一月三日）もあ 。宮中の
儀式や天皇の動静など、その他多くの出来事を長年に亘り、書き留めた日記で、言語の多くが、女房詞で構成されている。　
その歴史は、室町時代中期から江戸時代後期までの約三五〇年
間に亘る。
分析方法
　『御湯殿上日記
 主要語彙索引』 （小高
 恭
 編
　
岩田書院
　
一九九
七年一月）も参照し、 『御湯殿上日記』から採録した を、一二項目に分類する。　
①食
　
②道具
　
③人体
　
④人事
　
⑤衣類
　
⑥動作
　
⑦住居
　
⑧自然
　
⑨年中行事
　
⑩人物
　
⑪文化
　
⑫その他
　
女房詞の構成を明らかにするため、国田百合子氏の『女房詞の
研究』 （風間書房
　
一九六四年八月三〇
日注１
）も参照し、七項目に
分類する。　
①異名
　
②省略
　
③御＋
　
④もじことば
　
⑤ものことば
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⑥御＋異名
　
⑦御＋省略
一、
　
女房詞の構成
1、もじことば
　「女房詞」の代表的な婉曲表現が、 「○○もじ」という「もじことば」である。 「もじ」という接尾語を使用する理由については、不明だが、 「もじ」という言葉の響きに愛嬌を感じた女房たちが、言葉遊びの要領 らゆる言語につけたという説がある
注２
。
　
最も単純な造語法で、同音異義語も多く見ることが出来る。
『御湯殿上日記』の同音異義語は、四九例中八例（全体の約二割） 。①いもし【伊予、岩千代】
　
②おもし【帯、折る】
　
③かもし【梶
井殿、髪】
　
④くもし【酒（九献）茎漬、首級、栗】
　
⑤こもし
【鯉、紅梅（の衣） 】
　
⑥なもし【女房（内侍？）海鼠】
　
⑦ほもし
【乾飯、保安寺】
　
⑧みもし【民部卿、南（の御所） 】
　
現代には消えってしまったものが大部分で、 『御湯殿上日記』
からは現存する「もじことば」の採録は出来なかった。しかし、現代の生活において しゃもじ」は固定化されている言葉である。①御の字
　
  →
　
御＋文字
　
○君がここに来てくれるなら御の字だ。
②しゃもじ
　
→
　
杓子＋文字
　
○しゃもじでご飯をよそってください。
③ほのじ
　　
→
　
惚れる＋文字
　
○友人は彼女に惚の字である。
2、異名
　
女房詞の異名の構成は、主に六つの法則の基に成り立ってい
る。①色や形状から生まれた異名─色や形状により名付けられたと思われる異名 「食」 「道具」に関する のが多い。
【例：あかき御うり（西瓜） 、大きな御まな（鯨） 、いし（団
子） 、かかみ（海老） 、うすやう（紙）
　
等】
②特性から生ま た ─動きや様子など 特性により名付けられたと思われる異名。 「自然」 「人事」に関するものが多い。
【例：御所つつみ、つつみ事（月蝕・日蝕） 、大あか事（火
事） 、動（地震） 、御むし（味噌）
　
等】
③名称を省略し、繰り返した ─名称の何れかを省略し、繰り返すことで造語された異名。
【例：御もうもう（病気）くりくり（屈輪） 、 いちやいちや（伊茶々）
　
等】
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④通称や渾名
─主に「人物」や「文化」に関するものである。
「文化」の場合は、演目や登場人物と関わりがあるものが多い。
【例：ゑつたう（僧） 、あか（女房） 、さかき（源氏物語） 】⑤忌詞の回避─名称に「不吉」を連想させる言葉が入っていた場合、 「吉」を連想させる言葉に変化させる。【例：ありのみ（梨） 、 ちまき（米）
　
等】
⑥漢字から生まれた異名─漢字で表された名称である場合、漢字の一部を省略したと思われる異名。【例：ゆき（鱈） 、やまぶき（鮒）
　
等】
3、接頭語「御」
　
女房詞の構成には、 「御＋」という表現が存在する。齊木氏は、
「宮中では、目上・同輩・目下によって言葉を使い分けることは基本であると同時に、 「身分差」に非常に厳しい世界であったようだ」と論じてい
る注３
。 『御湯殿上日記』の作者は、高級女房たち
で、天皇等、目上の者との接触が多く、 「御」が頻繁に使用されたと、私は考える。つまり、当時の 御」の役割は、 「最上級敬語」のひとつである。　
現代に名残を見せる「御」に対して、高橋氏は、 「上品」と
「優しさ」を兼ね備えた、女性の心情を表すものとしてい
る注４
。現
代「御」を使用する場面は多いが、主に、
「①接客」
「②幼児に対
する言葉」の二項目に分類することが出来る。特に後者が、 「御」が登場する場面が多い。幼児に対し、手を「お手手」 、目を「お目目」 、単語に「御」を付けることが多い。これは、当時 「食」に関わる言葉から、 道具」や「住居」等 あらゆる言葉に「御」を付けた、女房達と同様なのではないか。子を生すことが出来る女性は、男性と比較して、古来より、 「 」 言う存在に深く関わってきた。 「幼児に対 言葉」に、その名残を見ることが出来ることは、不思議ではない。以上の理由から、私は、 「御」という接頭語そのものが、女房詞が残した最大の名残で ないかと考える。
二、
　
時代で辿る女房詞
1、文明時代【一四七八─一四八七】
　
文明時代（室町後期）の女房詞。全六二九例。
分野①食
　
一一九例（
18・
9％）─あをのもし（青海苔） 、あを物
（菜） 、あかき御うり（西瓜） 、あか物（鮭） 、あか御まな（鮭） 、あさくこ（朝ご飯） 、あしやり（浅蜊貝） 、あつ物（饂飩） 御あまつら（甘葛）
 、あまの（天野酒） 、御あゆ（鮎） 、御あらひよね
（洗米） 、ありのみ（梨） 、あわ 鮑） 、いほ（魚） 、いし（団子） 、
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御いしいし（団子） 、御いた（蒲鉾） 、御いちこ（苺） 、いとひき（筋子） 、いと（納豆） 、御いた（塩） 、いなか御たる（田舎酒） 、ゑい（魚） 、いなかくこん（田舎酒） 、御いも（芋） 、うすもの（お吸い物） 、御うり（瓜） 、人たう（温糟粥） 、御うちまき 米） 、大きな御まな 鯨 おほね（大根） 、をけ 酒） 、御つけ（味噌汁） 、をりの物 酒肴） 、をり御たる 濁酒） 、あふみ（近江瓜） 、かいのあは（鮑） 、かうの物（漬物） 、ゆき（鱈 かちん 餅） 、かへ（豆腐 御かし葉 柏 御かゆ 粥） 、からき物（大根） 、かきのかちん（柿餅） 、く御（飯） 、く御の御中（昼食） 、くく（茎） 、くこん（酒） 、御くま（供米） 、くも（蜘蛛蛸 くもし（酒） 、くもし（茎漬） 、御くり（栗） 、くろ御いた（岩塩） 、くこん（酒） 、御こうこ 漬物 こうは 海鼠腸） 、御せん（膳御こつけ（小漬け） 、 のこ 海鼠子） 、こひら（小鯛） 、 ふ（昆布） 、こもし（鯉） 、御こわくこ（飯） 、こんの物（酒肴） 、さか（酒浸り） 、御さかな（魚） 、さく（柘榴 ささい 栄螺 したため 飲食） 、しろ御うり 白瓜） 、しろささ（白酒） 、しろね（葱） 、しろ物（塩） 、御すすき（鱸） 、すもし 鮨 たけ（筍御たのむ（田の実） 、たも 鯛） 、たんは 丹波瓜） 、御とをし（通し） 、
 ちとり（鶏） 、御ちや（茶） 、御つつ（飲食） 、御てんし
む（点心） 、
 御とり（鳥） 、とりのこ（卵） 、なつめ（果実） 、な
ら（奈良酒） 、にやく（蒟蒻） 、のもし（海苔） 、はゐ（貝） 、はつゆき（初鱈） 、はなた（海鼠） 、はま（蛤） 、ふもし（鮒） 、御ひら（鯛） 、御ひは（枇杷） 、ほもし（乾飯） 、まき（粽） 、まつ（松茸） 、御まな 真魚） 、まん 饅頭 みか 蜜柑） 、御みそう（味噌） 、みる（海松貝） 、三御さかな（三肴） 、め 海藻） 、む たけ（蒸筍） 、やな木 酒） 、山と（大和瓜） 、やまふき（鮒 ゆ（湯） 、御ゆつけ（湯漬） 、わら（蕨） 、くさ御つけ（葱味噌汁） 、きぬかつきのまも（里芋）②道具
　
八一例（
12・
9％）─あつ事（灸） 、いくち（猪口） 、御
いたこし（板輿） 、御いはゐ（位牌 いとまき（太刀） 、うすう（紙） 、御ゑ（絵） 、御あふき 扇 をさえ物 押え物 御かちやう（蚊帳） 、御くわひん（花瓶） 、
　
御かみ（紙） 、御くわん
やく（丸薬） 、御きん（琴） 、御くし 櫛 御くすり（薬 御くるま（車） 、御けん（剣） 、御かう（香 かうやく（膏薬） 、御こうはい 香灰） 、御かうふり 冠 かうふり 髻） 、御こゑ（小絵） 、御こかたな 小刀 こきいた 胡鬼板） 、御こさか月（小盃） 、御こしや 小笙） 、御こと（琴） 、御こもり（参籠） 、御こゆみ（小弓） 、御さ もく 材木） 、御さか月（盃 しま（島台） 、御しきろう（食籠） 、御しやう 笙 しやうこ（鉦鼓） 、御神く（神供） 、すきはら（紙） 、御すすり（硯） 、御す
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ころく（双六） 、御すたれ（簾） 、御たきき（薪） 、御たゐ（台） 、御たち（太刀） 、御たる（樽） 、御たん所（壇所） 、御ちやつほ（茶壷） 、御ちやわん（茶碗） 、御てうし（銚子） 、御てうつ（手水） 、 つつら（葛籠） 、御てき物（出来物） 、御てほん（手本） 、御とうろ（灯篭） 、とりのこ（紙） 、御なて物（撫物） 、御人きやう（人形） 、御はゐせん 配膳） 、御はなたて（花器 ひけこ（鬚籠） 、御ひつ（櫃 ひの物（凍った物 ふく（仏具） 、御ふう（封） 、御ふた 蓋） 、御ふみ（文 舟（船） 、御ほうもつ（捧物） 、御ほとけ（仏） 、御ほんそむ（本尊） 、御まくら（枕） 、御まほり（護符） 、 まり（毬） 、御みやけ 土産） 、御やいとう（灸） 、御やくわん（薬鑵） 、御ゆみ（弓） 、御ようきやく（要脚） 、御れうし（料紙） 、御きちやう（毬杖）③人体
　
三一例（
4・
9％）─御あし（足） 、御あしの物（腫
物） 、 うしろ（身体） 、御うしろの物（疾病 おこ 瘧） 、御かふれ（気触 ） 、きやうに（人力 きやもしに（華奢） 、御くし（髪） 、御け（気） 、けこ 人） 、御こし 腰） 、御しやり 舎利） 、しん（人力） 、御しん （辛気気 すか 姿 つふう（頭風） 、御ち 血） 、御つ （爪） 、御とう（頭 ぬるけ（熱病） 、御はなち（鼻血） 、御はう（腹）
 御ふく（不具） 、御みみ
（耳） 、御みやく（脈） 、むさき（穢れ 御むし（疾病） 、御むし
け（熱病） 、御もうもう（病気） 、御もうき（病気）④人事
　
七七例（
12・
3％）─あか事（火事） 、御いたたき（宗
教活動） 、御いとま（暇） 、御いま（今参り） 、う うき（一揆） 、おろしたる事（堕胎） 、御くわん（願） 、御くわんれゐ（還礼） 、御くわんちやう（潅頂） 、御きねん（祈念 きやくしゆ 逆修） 、御はい（拝む） 、御くやう（供養） 、くもしなる（還御） 、御けいこ（稽古） 、御けきやう（加行） 、御下きやう（下行） 、御けちくわん（結願） 、御か み 高名 こ 碁 こと（死去） 、御せよう（施与） 、御さいらく（在洛） 、御さかむかへ（坂迎え） 、御さしあひ 差合い） 、御さしむかゐ（差迎い 十と（十度飲み） 、御しゆかい（受戒） 、御しゆかい（酒毎） 、御しゆらい（修礼） 、しゆ うす 元修 しゆつけ 出家 せんほう（懴法） 、せうかう（焼香 せうそく 消息 せうふ（勝負） 、御ちきむ（直務） 、御たき火（焚火） 、御たち（蹴鞠） 、御たんき（談義） 、御たんしや 誕生 たんこう（談合） 、大こん（大九献事） 、御ちや（茶嗅ぎ） 、御つうや（夜通とうりう（逗留） 、御きやうとう 行道） 、とりあい（合戦） 、御にうくわん（入棺） 、御にうち（入寺 はなひら 懺法講御はらゑ（祓い） 、御はんしゆ（番衆） 、御ひけい（秘計） 、御ひやり事（恐怖） 、御ひはし（火柱 ふせ 布施 御仏事（仏
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事） 、御ほうし（法事） 、御ほうなと（奉納） 、御ほねおり（骨折り） 、御むそう（無双） 、御もうゆい（元結） 、御物いみ（物忌） 、御物かたり（談話） 、御物こもり（参籠） 、御ゆいし（猶子） 、ゆみや（合戦 ゆうらん（遊覧） 、御夢（夢） 、御やうしやう（養生） 、御るす事（留守事） 、御わんれゐ（還礼） 、きうのほうへい（祈雨） 、御ちしやう（治定） 、御むそう 想 き すい（行水）⑤衣類
　
二五例（
3・
9％）─御あや（綾） 、御うへすかた（上
姿） 、御うちしき（打敷） 、御をしき（打敷） 、御をひ 帯） 、御きぬ（衣 きぬかつき（服飾） 、御きやうふく 軽服 きんしむ（金襴） 、御けんふく（元服） 、御こうてう 後朝 こ はゐ（服飾） 、御こそて 小袖 、こもし（紅梅の衣） 、さい 布しまかみ（縞上下 しやうそく 装束 しもすかた（下姿） 、御水かん（水干 御なか（服飾） 、 ふく（服 ふく（忌服） 、御ふくのき（服喪） 、御も（裳） 、御らいふく（礼服）⑥動作
　
七六例（
12％）─御あつけ（預け） 、御あそひ（遊び） 、
御ありき（歩き いのり（祈り いわゐ 祝い うたたね（転寝） 、御うつり（移り） 、御ゑい（酔 ） 、御をかみ（拝み） 、おもし（折る） 、御きしん 寄進 きた 祷 きもつふし（驚愕） 、御きろく（記録） 、御くはり（配り） 、御けゐ
こ（警護） 、御けさん（見参） 、御けむ（減る） 、御けんふつ（見物） 、御こゑ（越え） 、御こしやう（故障） 、御さいほつ（再発） 、御さはり（障り） 、御さん（産む） 、御さんたゐ 参内 はいり（入る） 、御ことつけ（言付け） 、御しあん（思案） 、御しゆり（修理） 、御ちひき（地引） 、御しやく（酌する） 、御すすみ（進み） 、御そい（添い） 、御さうち（掃除する したくめ 認める） 、御しやうしん（精進） 、御つかひ（使い） 、御しつまり（鎮まり） 、御ことはしめ 事始め さう く 造作するんしゆ（断酒する） 、御つつしみ 慎み） 、御てんかう（点合） 、御て 伝授） 、御なくさめ 慰 なけし 長く押す） 、御しよさ（所作） 、御しん （斟酌 たいめん 対面） 、御たくせん（託宣） 、御たち（出立する） 、御ちん（沈む） 、御ちやう（聴聞する） 、御とふらひ（弔い） 、御とふらい（訪い） 、御とまり（止まり） 、御とりみたし（取り乱 ） 、御ひきなをし 引き直す） 、
 御ひろう（披露する） 、御ふみ（踏み） 、御ふるまゐ
（振る舞い） 、御まいり（参上する） 、御まけ（負け） 、御むねあけ（棟上げ） 、御もしかき（文字書き） 、御もてなし 持て成し） 、御やわたり（家渡り） 、御ゆかけ（湯をかける） 、御ゆきうち 雪打ち） 、御ゆする（譲る 御れゐ（礼） るす 留守 わつらい（煩い） 、御けつり（梳り） 、御しのひ（忍び） 、御 たて（仕
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立て）⑦住居
　
四八例（
7・
7％）─御おまな御所（幼御所） 、御むろ
（御室御所） 、おもし御所（岡御所） 、のもし御所（安禅寺御所） 、あん殿（安禅寺殿 、入ゑ殿（三時知恩院） 、をか殿（大慈院殿） 、かすか（春日大社） 、御きくわん所（祈願所） 、きちやう（議定所） 、御きう所（休所） 、 わ（場 ） 、御かうろ（香炉） 、御こ庭（小庭） 、御さい所（在所） 、御さしき（座敷） 、御さと（実家） 、御しつそう（ちつそ 院殿） 、御たたみ 畳） 、御たん所（壇所） 、御つまと（妻戸 つもし 通玄 御てら（寺 とさま 住居） 、殿（政家） 、ともし 徳政 御庭（庭） 、はんせう（万松軒） 、日野のや 日野政資亭） 、ひら野（神社） 、御ひさし（庇） 、御ひやうふ（屏風） 、御ふろ 風呂） 、ふし殿 伏見宮） 、二（神社） 、ほうきやう寺 法経寺殿） 、御むしろ（筵） 、御す 簾） 、めう御所（妙法院御所） 、めうしん（妙心寺） 、もんせき（青蓮院） 、 屋 屋） 、御やと（宿） 、山 延暦寺） 、御つとの 湯殿） 、四あし（四足の門） 、御れん（簾） 、御むろ（室⑧自然
　
一二例（
1・
9％）─御いけ（池） 、御いし（石） 、御
ゑいそう（詠草 きは 月蝕 きんきん 花弁 けうち（夏中） 、しよく（月蝕・日蝕） 、なへ（地震） 、ひかり物 流れ星水（洪水） 、山 築山 らゐ 雷
⑨年中行事
　
八例（
1・
3％）─あふひ（賀茂祭） 、御ゐのこ
（亥の子） 、御うし（丑の日） 、かつうの物（嘉祥の御祝） 、御くすたま（端午） 、御まいりきり（亥の子） 、よつき（世継ぎの草子） 、御ほん（盆）⑩人物
　
五二例（
8・
3％）─御あちやあちや（阿茶々） 、あや
中將（綾小路中將） 、右大（右大弁宰相） 、大すもし（大輔） 、わうたい（皇帝） 、御かた（宮の方） 、御し（師） 、きくてい（菊亭殿） 、きたの御かた（北小路皇居） 、かち殿（梶井殿） 、御かちしゆ（勝衆） 、く御（天皇） 、けうくう 僧） 、けん大 源大納言） 、こん（権典侍 権すもし（権のすけ） 、御三木ちやう（左義長） 、御しは 師範 新すもし（新典侍 新 す（新大典侍 新内（新内侍） 、すは （医師） 、すけ殿 大典侍 せい（軍勢） 、たいけん（大元帥） 、御代くわん 代官参） 、御代くわん（代官） 、御大く（大工） 、大こく（声聞帥） 、大す（大典侍 、御巧み 巧み） 、御ちこ（稚児） 、御つほね（局 とうくう 僧 たうし（導師） 、とさま 男達 ないない（男達） 、なもし（女房） 、中内（中内侍 にしのてい（重治） 、二もし 二宮 野すもし（人名） 、御百しやう（百姓） 、ふけ（将軍） 、前殿（前関白） 、御たゐの御方（日野富子 みもし 民部卿 もり 盛富 夢のうきはし（源氏） 、御めてた事 生御霊 うしかゐ 牛飼い） 、
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けこ（人）⑪文化等
　
六四例（
10・
2％）─御一さ（一座） 、うきふね（源
氏物語） 、御うた（歌） 、御ゑい（詠） 、おもに（猿楽） 、あふあみ（謡） 、かめたゆう（猿楽） 、御かんきん（観経） 、御くわんしゆ（巻数） 、御くわんらく（歓楽） 、かなみつ 謡） 、きよい御てうつ（清手水） 、きくの御さか月 重陽 御きやう 経 御きやうけん（狂言） 、御きよく（曲） 、きんよう（金葉集） 、御句かす（句数） 、けんし（源氏物語） 、御こ し （庚申） 、御さひらき（座開き） 、しほせ（猿楽） 、御しゆうく（秀句） 、御十ねん 十念） 、御神く（神供） 、御神事（神事） 、御せかきの物 施餓鬼） 、御さうし（草子） 、たゆふ（猿楽） 、御たゐ（題） 、御つきうた（継ぎ歌） 、つけ物 楽 てならひ 源 たうさ 当座 ちやくたう（到着の歌 御ちよくたゐ 勅題 ときとり（時取り） 、御ときやう（読経 御とくきん（独吟 とく日 徳日） 、なかにし 読経） 、なら松 曲舞 なんたい 和歌題） 、廿五ねん（二五念忌） 、御ねんき 年忌 ねん仏 念仏 八け（八卦） 、御ひつし（未） 百しゆ（百人一首） 、百万反（念仏） 、御へ か（返歌） 、御ほうらく（法楽） 、御ほつく 発句まつ一たゆふ（曲舞 もり山 猿楽） 、御厄 厄 一らう（謡） 、りんし（臨時の神楽） 、御れんか（連歌） 、御れんく 連
句） 、御わゐん（和韻） 、御わかん（和歌） 、わき（連歌） 、御くきやう（心経）⑫その他
　
三六例（
5・
7％）─御いきう（一級） 、御あと
（跡） 、御ゑん（円） 、御あい（阿愛） 、をし（鴛鴦） 、くくい（白鳥） 、九こん（献数） 、こん（献） 、御れゐ（恒例） 、御せゐ（製） 、御さいまつ（歳末） 、御すいさう（瑞相 しろ とり（白鳥） 、御千と（千度） 、御さ たち（連輝・万松 ちうけん 中間御月なみ（月次 御て 点） 、御とき 斎） 、御とをり 通り） 、御とくと（得度） 、 となり（隣 、御ねんす（年中） 、御はん（番） 、御ひし 菱形 御日つゐて（日次） 、御ひとへ（一重） 、御ふう（封） 、めんたう（馬道） 、申あけ（神仏へ やく代（薬代） 、御やう（様） 、御わ 輪） 、くもし 九献 さんれい（三例） 、しよ（楽）構成①異名
　
一一七例（
18・
6％）─あふひ
　
あかき御うり
　
あか事
　
あさくこ
　
あつ事
　
ありのみ
　
いほ
　
いくち
　
いし
　
いと
 いと
ひき
　
いとまき
　
いなか御たる
　
ゑい
　
いなかくこん
　
入ゑ殿
　
うすやう
　
うきうき
　
うきふね
　
人たう
　
あふあみ
　
おもに
　
を
け
　
おろしたる事
 わうたい
　
おほね
　
をか殿
　
かいのあは
　
か
きのかちん
　
かちん
　
かなみつ
　
かへ
　
かめたゆう
　
きうのほう
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へい
　
きちやう
　
きぬかつきのまも
　
きやもしに
　
きやうに
　
き
は
　
きわ
　
きんきん
　
きんしむ
　
くく
　
くくい
　
く御（天皇）
 く
御
　
くこん
　
九こん
　
くもしなる
　
けうち
　
けこ
　
けうくう
　
こ
うはい
　
こと
　
このこ
　
こひら
　
こん
　
さい
　
ささい
　
したため
　
しゆさうす
　
しよ
　
しろささ
　
すきはら
　
すけ殿
　
すはう
　
大こ
く
　
たゆふ
　
ちとり
　
てならひ
　
とうくう
　
とさま（男達）
 とさ
ま（住居）
 殿
　
 とりあい
　
とりのこ（紙）
　
とりのこ（卵）
　
な
へ
　
ないない
　
なかにし
　
なけし
　
しほせ
　
なつめ
　
なら松
　
な
んたい
　
にしのてい
　
はゐ
　
はつゆき
　
はなた
　
はんせう
　
ひこ
四らう
　
日野のや
　
百万反
　　
ひら野
　
ふけ
　
ふし殿
　
二所
　
前
殿
　
まつ一たゆふ
　
御たゐの御方
　
むさき
　
め
　
めんたう
　
もり
やま
　
もんせき
　
申あけ
　
やいとう
　
やな木
　
山
　
やまふき
　
ゆ
き
　
ゆみや
　
夢のうきはし
　
と一らう
　
四あし
　
らゐ
　
わき
【例】 ・ありのみ
　　
梨
　　　　
異名
　　　
（九・九・一五）
○
ありのみ
まいる。
②省略
　
五八例（
9・
2％）─あしやり
　
あまの
　
あや中將
　
あ
わ
　
あん殿
　
右大
　
あふみ
　
御むろ
　
をし
　
かち殿
　
かすか
　
き
くてい
　
きんよう
　
くも
　
けん大
　
けんし
　
こん
　
さく
　
さか
　
しま
　
しまかみ
　
十と
　
しよく
　
しろね
　
しん
　
新大す
　
新内
　
せい
　
大こん
　
たいけん
　
大す
　
たけ
　
たんは
　
ちやくたう
　
と
り
　
中内
　
なら
　
にやく
　
廿五ねん
　
はま
　
ひけこ
　
ほうきやう
寺
　
まき
　
まつ
　
まん
　
みか
　
御す
　
水
　
めう御所
　
めうしん
　
みる
　
むしたけ
　
もり
　
山
　
山と
　
よつき
　
りんし
　
わら
【例】 ・わら
　　　　　
蕨
　　
省略
　　　
（一三・三・二二）
　　
○三ほう院よりとし〳〵の
わら
まいる。
③御＋
　
三四一例（
54・
2％）─御あし
　
御あまつら
　
御あと
　
御あや
　
御あつけ
　
御あそひ
　
御あちやあちや
　
御あゆ
　
御あら
ひよね
　
御ありき
　
御いけ
　
御いし
　
御いたこし
　
御いちこ
　
御
一さ
　
御いきう
　
御いわゐ
　
御いとま
　
御ゐのこ
　
御いのり
　
御
いはい
　
御いも
　
御うへすかた
　
御うしかゐ
　
御うた
　
御うたた
ね
　
御うちしき
　
御うつり
　
御うり
　
御ゑ
　
御ゑい（詠）
　
御ゑ
い（酔）
　
御ゑいそう
　
御ゑん
　
御あい
　
御あふき
　
御かた
　
御
をかみ
　
御おこり
　
御をさへ物
　
御おまな御所
　
御し
　
御をし
き
　
御かし葉
　
御かみ
　
御かゆ
　
御くわん
　
御くわんれゐ
　
御く
わんちやう
　
御くわんしゆ
　
御くわんらく
　
御くわんやく
　
御く
わひん
　
御かふれ
　
御かちしゆ
　
御はい
　
御きくわん所
　
御きし
ん
　
御きちやう
　
御きたう
　
御きぬ
　
御きねん
　
御きやくしゆ
　
御きう所
　
御きやう
　
御きやうけん
　
御きやうすい
　
御きやうた
う
　
御きよく
　
御せゐ
　
御きろく
　
御きん
　
御句かす
　
御くし
　
御くすり
　
御くはり
　
御くやう
　
御くり
　
御くるま
　
御け
　
御け
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ゐこ
　
御けいこ
　
御けきやう
　
御下きやう
　
御けさん
　
御けつ
り
　
御けちくわん
　
御けん
　
御けんふく
　
御けんふつ
　
御こ
　
御
かう
　
御こうこ
　
御こうしん
　
御こうてう
　
御こうはい
　
御かう
ふり
　
御かうふり
　
御かうみやう
　
御かうやく
　
御れゐ
　
御かう
ろ
　
御こゑ（小絵）
　
御こゑ（越える）
　
御こかたな
　
御こきいた
　
御こさか月
　
御こし
　
御こしやう
　
御こしやう
　
御せん
　
御こそ
て
　
御こつけ
　
御こと
　
御ことつけ
　
御ことはしめ
　
御こ庭
　
御
こゆみ
　
御さい所
　
御さいまつ
　
御さいほつ
　
御さいもく
　
御さ
いらく
　
御さか月
　
御さかな
　
御さかむかへ
　
御さしき
　
御さし
むかゐ
　
御さひらき
　
御さはり
　
御さん
　
御さんたゐ
　
御さんれ
い
　
御しあん
　
しほせ
　
御しきろう
　
御ちきむ
　
御ちしやう
　
御
しつまり
　
御したくめ
　
御したて
　
御しつそう
　
御しのひ
　
御し
はん
　
御ちひき
　
御しもすかた
　
御しやく
　
御しやり
　
御しゆう
く
　
御十ねん
　
御しゆかい（受戒）
　
御しゆかい（酒毎）
　
御しゆ
つけ
　
御しゆらい
　
御しゆり
　
御しやう
　
御しやうこ
　
御せうか
う
　
御しやうしん
　
御せうそく
　
御しやうそく
　
御せうふ
　
御し
よさ
　
しろ御うり
　
御しんきけ
　
御神く
　
御神事
　
御しんしやく
　
御水かん
　
御すいさう
　
御すかた
　
御すころく
　
御すすき
　
御す
すみ
　
御すすり
　
御すたれ
　
御つふう
　
御せかきの物
　
御せつく
　
御せよう
　
御千と
　
御せんほう
　
御そい
　
御さうさく
　
御さうし
　
御さうち
　
御たゐ（題）
　
御たゐ（台）御代くわん
　
御大く
　
御
たいめん
　
御たきき
　
御たき火
　
御たくせん
　
御たくみ
　
御たた
み
　
御たち
　
御たのむ
　　
御たる
　
御たんき
　
御たんかう
　
御た
んしゆ
　
御たん所
　
御たんしやう
　
御ち
　
御ちこ
　
御ちや
　
御ち
やつほ
　
御ちやわ
　
御ちうけん
　
御てうし
　
御ちよくたゐ
　
御
つかひ
　
御つきうた
　
御月なみ
　
御つつ
　
御つつしみ
　
御つつら
　
御つほね
　
御つま
　
御つまと
　
御てき物
　
御てほん
　
御てら
　
御
てん
　
御てんかう
　
御てんしゆ
　
御てんしむ
　
御とう
　
御たうさ
　
御たうし
　
御とうりう
　
御とをし
　
御とをり
　
御とき り
　
御と
きやう
　
御とくきん
　
御とくと
　
御となり
　
御とふらひ
　
御とふ
らい
　
御とまり
　
御とり
　
御とりみたし
　
御なくさめ
　
御なて物
　
御にうくわん
　
御にうち
　
御庭
　
御人きやう
　
御ねんき
　
御ねん
仏
　
御はゐせん
　
御はいり
　
御八け
　
御はなち
　
御はう
　
御はら
ゑ
　
御はん
　
御はんしゆ
　
御ひきなをし
　
御ひけい
　
御ひさし
　
御ひつ
　
御日つゐて
　
御ひつし
　
御ひとへ
　
御百しやう
　
御ひや
うふ
　
御ひろう
　
御ひは
　
御ふう
　
御ふく（服）
　
御ふく（仏具）
　
御ふせ
　
御ふた
　
御仏事
　
御舟
　
御ふみ（文）
　
御ふみ（踏む）
　
御ふるまゐ
　
御ふろ
　
御へんか
　
御ほうし
　
御ほうもつ
　
御ほう
らく
　
御ほつく
　
御ほとけ
　
御ほねおり
　
御ほん
　
御ほんそむ
　
御まいり
　
御まいりきり
　
御まくら
　
御まけ
　
御まな
　
御まり
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御みそう
　
三御さかな
　
御みみ
　
御みやく
　
御みやけ
　
御むしろ
　
御むそう
　
御むねあけ
　
御むろ
　
御も
　
御もしかき
　
御もてな
し
　
御もうゆい
　
御物いみ
　
御屋
　
御やつくわん
　
御厄
　
御やく
代
　
御やと
　
御やわたり
　
御ゆ
　
御ゆいし
　
御ゆうらん
　
御ゆか
け
　
御ゆきうち
　
御ゆする
　
御ゆつけ
　
御つとの
　
御ゆみ
　
御夢
　
御やう
　
御ようきやく
　
御やうしやう
　
御らいふく
　
御れゐ
　
御
れうし
　
御るす
　
御るす事
　
御れん
　
御れんか
　
御れんく
　
御わ
　
御わゐん
　
御わかん
　
御わつらひ
　【例】 ・御さはり
　　　
障り
　　　
御＋
　　　
（一四・五・四）
○なにの
御さはり
もあるましきよし申さるゝ。
④もじことば
　
二二例（
3・
4％）─あおのもし
　
のもし御所
　
おもし
　
おもし御
　
大すもし
　
くもし（九献）
　
くこん（茎漬）
　
こもし（紅梅の衣）
　
こもし（鯉）
　
権すもし
　
新すもし
　
すもし
　
たもし
　
つもし
　
ともし
　
なもし
　
二もし
　
のもし
　
野すもしふ
もし
　
ほもし
　
みもし
　【例】 ・あおのもし
　　
青海苔
　
もじことば
　（一八・四・一〇）
○あんせん寺殿より
あをのもし
まいる。
⑤ものことば
　
一四例（
2・
2％）─あを物
　
あか物
　
あつ物
　
うすもの
　
御うしろの物
　
をりの物
　
からき物
　
かうの物
　
かつ
うの物
　
こんの物
　
しろ物
　
つけ物
　
ひの物
　
ひかり物
　【例】 ・あか物
　　　
 鮭
　　　
 ものことば
　（九・一〇・二五）
○かものさた人
あか物
まいらする。
⑥御＋異名
　
六一例（
9・
6％）─あか御まな
　
御あしの物
　
御
いた
　
御いたたき
　
御いた
　
御いしいし
　
御うちまき
　
御うしろ
　
大きな御まな
　
をり御たる
　
御つけ
　
御かんきん
　
御かちやう
　
きくの御さか月
　
きよい御てうつ
　
御きやうふく
　
御きもつふし
　
御きぬかつ
　
きたの御かた
　
く御の御中
　
くさ御つけ
　
御くし
　
御くすたま
　
くろ御いた
　
御けむ
　
御こうはゐ
　
御こもり
　
御こ
わくこ
　
御そうたち
　
御さと
　
御さしあひ
　
御三木ちやう
　
御く
きやう
　
しろ とり
　
御ちん
　
御たち
　
御てうつ
　
御つつ
　
御つ
うや
　
御しうちやく
　
御とう
　
御とき
　
御とく日
　
御なか
　
御ぬ
るけ
　
御はなたて
　
御はなひら
　
御ひら
　
御ひやり事
　
御ふくの
き
　
御ほうなと
　
御まいりきり
　
御まほり
　
御むし
　
御むしけ
　
御めてた事
　
御もうき
　
御もうもう
　
御物かたり
　
御物こもり
　
御わんれゐ　【例】 ・御いしいし
　
団子
　　　
御＋異名
　　
（一〇・一・二）
○御こわく御
御いしいし
昨日におなし。
⑦御＋省略
　
一八例（
2・
8％）─御いま
　
御うし
　
御をひ
　
御
かた
　
御くま
　
御こふ
　
御しつそう
　
御たち
　
御ちやう
　
御ちや
　
御代くわん
　
御とうろ
　
御ねんす
　
御ひし
　
御ひはし
　
御百しゆ
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御ふく（忌服）
　
御ふく
　【例】 ・御とうろ
　　
燈籠
　　　
御＋省略
　　
（九・七・一四）
○
御とうろ
ともはう〳〵よりまいる。
考察　
｢ 食
｣
に関する詞が、他例を圧倒している。多くの研究者の見
解の「女房詞の発生は、食物の異名からである」の証となる。　「御いた」は、 「塩」と「蒲鉾」の両方の意味がある。 「塩」のルーツは、小林氏は「お悼み」の略称であるという。古来より、塩は不吉を追い払うとされる風習があり、その意識から生まれたのではないか。　忌詞を回避する目的で生み出された「ありのみ（梨） 」 「うちま
き（米） 」を採録することが出来た。 「ありのみ」は、 「無し」という忌語を回避すること ら来ている。 米」と言う言葉も避けられており、 「籠る」と う言葉を連想させるからであると、堀井氏は述べてい
る注５
。 「うちまき」の由来は、神社にて米を撒くこ
とを「内撒き」と呼ぶことからくるようだ。
2、長享時代【一四八七─一四八九】
　
長享時代（室町後期）の女房詞。全六一例。
分野①食
　
一〇例（
16・
4％）─あかきくこ（赤飯） 、御あか物
（鮭） 、あま御ひら（甘鯛） 、あもし（鯇） 、御かす（菜） 、御くわし（菓子） 、御てん（田楽） 、御はつけ（葉漬け） 、御むし（味噌） 、御ゆ（湯）②道具
　
八例（
13・
2％）─御いかもも（厳物） 、御くわんもん
（願文） 、御かかみ（鏡） 、御きやうたゐ（鏡台） 、御くす（薬） 、くりくり（屈輪 はし（箸） 、御物て（物具）③人体
　
六例（
9・
8％）─御大くち（大口） 、御風（風邪） 、御
ちひやう（持病） 、御ちうふ（中風） 、御つめ（爪） 、御て（手）④人事
　
五例（
8・
2％）─くこんこと（酒宴） 、御ちん（陣） 、
御たたり（祟り） 、御大き（大儀） 、御わろひれ（悪びれ⑤衣類
　
五例（
8・
2％）─御あこめ（袙 、御うら 服の裏） 、
御かたひら（帷子） 、御こしまき 腰巻） 、すす 生絹）⑥動作
　
九例（
14・
7％）─御色なをし（化粧直し） 、御かく
（書く） 、御かち（勝ち） 、御きき（聴聞） 、御せんかむ（折檻） 、さう（引き分け） 、 ちやうたい（頂戴） 、御てかわり（手替わり） 、御ゆ けし（雪消し）⑦住居
　
三例（
4・
9％）─御さんさう（山荘） 、御とうたゐ
（東大寺） 、女ゐん（女院御所）⑧自然
　
一例（
1・
6％）─御所つつみ（月食）
　
⑨年中行事
　
一例（
1・
6％）─いぬ（戌の時）
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⑩人物
　
七例（
11・
5％）─いもし（岩千代） 、いもし（伊予） 、
かんせい（僧） 、ちうあみ（碁打ち） 、御ぬし（主） 、宮し（宮主） 、めめす（目々典侍）⑪文化
　
二例（
3・
3％）─御ふきん（譜経） 、御たいや（逮夜）
⑫その他
　
四例（
6・
6％）─一こん（献
=
数詞） 、御しるし
（効験） 、御名こり（名残） 、めてたき（一般）構成①異名
　
九例（
14・
7％）─あかきくこ
　
一こん
　
くこんこと
　
かんせい
　
くりくり
　
ちうあみ
　
すすし
　
さう
　
めてたき
　【例】 ・あかきくこ
　
赤飯
　　　
異名
　　　
（二・五・二五）
○すゑより御ちやわんのはちに
あかきくこ
まいる。
②省略
　
四例（
6・
6％）─いぬ
　
女ゐん
　
宮し
　
めめす
　【例】 ・いぬ
　　　
戌の時
　　　
省略
　　　
（二・五・一五）
○御とくとり
いぬ
なり。
③御＋
　
三一例（
50・
8％）─御あこめ
　
御いかもも
　
御大くち
　
御かかみ
　
御かく
　
御くわし
　
御風
　
御かたひら
　
御かち
　
御く
わんもん
　
御きやうたゐ
　
御こしまき
　
御さんさう
　
御ちひや
う
　
御ちん
　
御せんかむ
　
御大き
　
御たいや
　
御たたり
　
御ちう
ふ
　
御ちやうたい
　
御つめ
　
御て
　
御てかわり
　
御名こり
　
御ぬ
し
　
御はし
　
御はつけ
　
御ゆ
　
御ゆきけし
　
御わろびれ
　【例】 ・御あこめ
　　　
袙
　　　
御＋
　　　
（二・一二・二八）
○
御あこめ
。御ひとへはりやくせらるゝ。
④もじことば
　
三例（
4・
9％）─あもし
　
いもし（岩千代）
　
いもし（伊予）　【例】 ・あもし
　　　
  鯇
　　　
もじことば（二・二・二九）
○みん部卿あもし一おりまいる。
⑥御＋異名
　
一〇例（
16・
4％）─御あか物
　
あま御ひら
　
御色
なをし
　
御かす
　
御きき
　
御所つつみ
　
御しるし
　
御ふきん
　
御
むし
　
御物て
　【例】 ・御あか物
　　　
鮭
　　　
御＋異名
　（三・四・二五）
○まつ
御あか物
まいりて。
⑦御＋省略
　
四例（
6・
6％）─御うら
　
御くす
　
御てん
　
御と
うたゐ　【例】 ・御くす
　　
薬
　　　
御＋省略
　（二・七・一三）
○
御くす
はまいらする。
考察　「御＋」等の「御ちうふ（中風） 」や「 ちやうたい（頂戴） 」のように、漢語表現を仮名表記にした物とは違い、 「異名」や
「もじことば」は、漢語を和語に言い換えたものが殆どである。漢語表現を好まない女流日記の特性が現れている。
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過程や様子から構成された女房詞、 「御むし（味噌） 」と「御所
つつみ（月蝕） 」である。味噌は大豆を蒸して作られるが、その過程の味噌を表現する「御むし」という言葉が作られたと堀井氏は論じている
注６
。月蝕を表す「御所つつみ」は、太陽が月を包んで
いく様を表したことから生まれた言葉と、私 考える。
3、延徳時代【一四八九─一四九二】
　
延徳時代（室町後期）の女房詞。全五七例。
分野①食
　
六例（
10・
5％）─あこた（阿古多瓜） 、あまさく（甘石
榴） 、御こちや（粉茶） 、御たき物（薫物） 、はもし（鱧） 、御ふ（麩）②道具
　
七例（
12・
3％）─御けんてう（玄猪） 、そかう（薬） 、
御つつみ（包み ほうらゐ 笙） 、御ほん（本） 、御めんさう（仏像） 、御ゆゐもつ（遺物）③人体
　
八例（
14％）─御かけ（脚気） 、御ことかへる（疾病） 、
御さしあひ（月経） 、御てさき（手先） 、御てのこう（手の甲） 、御にほひ（香り） 、御むね（胸 御りとう（痢）④人事
　
四例（
7％）─御うら（占い） 、さう（葬儀） 、御ふりよ
（不慮） 、御ほしやく（星厄）
　
⑤衣類
　
一例（
1・
8％）─御けさ（袈裟）
⑥動作
　
九例（
15・
8％）─御あわせ（調合） 、御うれしき（嬉
しき） 、うと（独活） 、御きすゐ（帰瑞） 、御くたひれ（草臥れ） 、御さい やう（在京） 、御すす （濯ぎ） 、御そう わん（贈官） 、御てんしやく（天酌）⑦住居
　
四例（
7％）─御さしき（桟敷） 、ほもし御所（保安御
所） 、もや（母屋） 、御やしろ（社⑧自然
　
二例（
3・
5％）─つつみ事（日蝕） 、御はた（畑）
⑨年中行事
　
一例（
1・
8％）─御としこし（年越し）
⑩人物
　
五例（
8・
8％）─あか（女房） 、いわ（岩太夫） 、てん
まん（僧） 、とん花との（雲華院殿） 、ぬもし（主）⑪文化
　
六例（
10・
5％）─おつる歌（類句） 、御すい日（衰
日） 、せ ほく（謡） 、御なう 能） 、八らう（曲舞） 、まゐたゆふ（猿楽）⑫その他
　
四例（
7％）─左もし（左頭馬） 、御ち ちかに
（近々に） 、御ねんころの（懇ろの） 、御ひろひろと（広々と）構成①異名
　
一一例（
19・
3％）─あか
　
うと
　
おつる歌
　
せんほく
　
そかう
　
つつみ事
　
てんまん
　
とん花との
　
八らう
　
ほうらゐ
　
まゐたゆふ　【例】 ・せんほく
　　
謡
　　　
異名
　　　
（二・一一・一二）
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○
せんほく
まいりてうはふ。
②省略
　
五例（
8・
8％）─あこた
　
あまさく
　
いわ
　
源中
　
も
や　【例】 ・いわ
　　　
岩太夫
　
省略
　　　　
（三・七・四）
○
いわ
めしてうたはせらるゝ。
③御＋
　
二九例（
50・
8％）─御こちや
　
御かけ
　
御きすゐ
　
御
くたひれ
　
御けさ
　
御けんてう
　
御さいきやう
　
御さしき
　
御す
い日
　
御すすき
　
御そうくわん
　
御たき物
　
御つつみ
　
御てさき
　
御てのこう
　
御てんしやく
　
御にほひ
　
御なう
　
御ふ
　
御ふりよ
　
御ほしやく
　
御ほん
　
御むね
　
御やしろ
　
御ゆゐもつ
　
御うれし
き
　
御ちかちかに
　
御ねんころの
　
御ひろひろと
　【例】 ・御うれしき
　
 嬉しき
　
御＋
　　　
（三・一二・五）
○おほしめし入て
御うれしき
御申あり。
④もじことば
　
四例（
7％）─左も
　
ぬもし
　
はもし
　
ほもし
御所　【例】 ・ぬもし
　　　
 主
　　
  もじことば（三・二・七）
○いま上らふ
ぬもし
に御あひあるよしきこしめして。
⑥御＋異名
　
五例（
8・
8％）─ わせ
  御ことかへる
　
御さ
しあひ
　
御めんさう
　
御りとう
　【例】 ・御あわせ
　
調合
　　
御＋異名
　（二・一〇・一八）
○神しゆくわん
御あわせ
あり。
⑦御＋省略
　
三例（
5・
3％）─御うら
　
御さう
　
御はた
　【例】 ・御はた
　　
畑
　　　
御＋省略
　（三・八・二二）
○にしきの
御はた
の事申さるゝ。
考察　「御さしあひ（月経） 」が採録出来た。御湯殿上日記研究会では、当時「出産」という現象は「産穢」とされ、月経は忌むべき現象とした
注７
。 「おろしたる事（堕胎
）注８」も同様だと考える。
　「御所つつ
み注９
」に似る「つつみ事」を採録出来た。日蝕や月蝕
などの現象は、当時天変と捉えられ、異様とされた。御湯殿上日記研究会には、 「日蝕・月蝕は、宮廷の活動や、宮中の生活を停止させてしまうほどの禁忌であった」とある
注注
注
。
4、明應時代【一四九二─一五〇一】
　
明應時代（室町後期〜戦国前期）の女房詞。全一一四例。
分野①食
　
一〇例（
8・
7％）─
　
あこ（阿古陀瓜） 、御あめ（飴） 、
いもし（芋） 、大まつ（大折の松茸） かわち（酒） 、くさひら（茸） 、御しほ（塩） 、したしみ（
細きさご
螺
） 、御しやうふ（菖蒲） 、御
ふとう（葡萄）②道具
　
一四例（
12・
3％）─御あかし（燈明） 、御ゑんさ（円
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座） 、御こし物（太刀） 、しひき（数珠） 、御すす（数珠） 、御せんやく（煎薬） 、御たん（壇 御とく 毒） 、御かいをけ（貝合わせの桶） 、御きう（灸） 、御はさみ（鋏） 、御ふた（蓋） 、むしこ（虫籠） 、御やうきう（弓）③人体
　
一〇例（
8・
7％）─御かさ（瘡蓋） 、御名（名） 、御ね
（腫れ物） 、御はらへ（髪） 、御ひたい（額） 、御ふるゐけ（震い気） 、御へいゆ（平癒 へいみやく 平脈 やまゐ（病） 、御わきの物（腫物）④人事
　
一八例（
15・
8％）─ゑゐひち（酔い） 、大あか事（大
火事） 、かなかき（談義） 、御き うほう（行法） 、御きわ（臨終） 、くひ（首級 けんに（兼任） 、御さうれい（葬礼） 、大こく（仏教） 、たい三年（三年忌） 、御たうち（湯治） 、御きとく（奇特） 、御きちん（帰陣） 、御ねひけ（死去） 、花こと（花見事） 、御りんしゆ（臨 めてこと（目出度い事 、御いたみ（痛み）⑤衣類
　
二例（
1・
8％）─御そて（袖） 、御きよ（裾）
⑥動作
　
一四例（
12・
3％）─御きやうてん（仰天） 、御しひつ
み（執筆） 、御そん 尊） 、御かく （覚悟） 、御返事 返事きさんし（気散事） 、御なのり（名乗り） 、御入しち（入室） 、ぬき（抜書き） 、御はれつ（破裂） 、御ひえ（冷え） 、御日まち 日待ち） 、御やくそく（約束） 、御やとり（矢取り）
⑦住居
　
七例（
6・
1％）─御さしむしろ（差筵） 、しみやう
（持明院） 、御しよゑん（書院） 、御たう（塔） 、御ない所（内所） 、御や（屋） 、御わきと（腋戸）⑧自然
　
四例（
3・
5％）─せうひつ（畠山） 、一え（花） 、御り
く（陸） 、御わたほうし（綿胞子）⑨年中行事
　
二例（
1・
8％）─七らゐ（七瀬の祓） 、御しやう
き（聖忌）⑩人物
　
一八例（
15・
8％）─御あま（尼） 、むめ（女中） 、ゑ
つたう（僧） 、ゑもし（衛門内侍 ゑんとう 僧） 、くわん中納言（甘露寺中納言） 、御こさきちやう（小左義長） 、御さふらひ（侍） 、しうけい（僧） 、しちてん（僧） 、たいし（桂宮院太子） 、御たいし（大師） 、御とうや 頭役） 、御みかた（味方） 、御みやうし（名字） 、御めいこ 姪御 、御やくし（薬師） 、ゆすもし（女房）⑪文化（和歌・書物含む）
　
二例（
1・
8％）─御こま（独楽） 、
せうりん（謡）⑫その他
　
一三例（
11・
4％）─一ほん 品【数詞】 ） 、くりけ
（馬） 、さねした（正親町） 、さねゑた（裏辻） 、下のかた（下京御しゆいん（入韻） 、御そは（側） 、御とひ（問） 、二宮（比叡） 、御ひんかし（東） 、御ひる 蛭 、まて（万里小路） 、御れうち
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（療地）構成①異名
　
二六例（
22・
8％）─一ほん
　
むめ
　
ゑゐひち
　
ゑつた
う
　
ゑんとう
　
大あか事
　
かわち
　
かなかき
　
くさひら
　
くりけ
　
さねした
　
さねゑた
　
しうけい
　
しひき
　
したしみ
　
しちてん
　
下のかた
　
せうひつ
　
せうりん
　
大こく
　
たい三年
　
二宮花こと
　
一え
　
まて
　
ゆすもし
　
いた
　【例】 ・ゑつたう
　
僧
　　 　
異名
　　　
（八・四・二）
○大とく寺
ゑつたう
入院とて御れゐにまいらるゝ。
②省略
　
一一例（
9・
6％）─あこ
　
大まつ
　
くわん中納言
　
く
ひ
　
けんに
　
しみやう
　
七らゐ
　
たいし
　
ぬき
　
むしこ
　
めてこ
と　【例】 ・くわん中納言
　
甘露寺中納言
　
省略
　（五・一二・二三）
○
くわん中納言
もんまて御たちもたせてしこう。
③御＋
　
六三例（
55・
3％）─御あかし
　
御あま
　
御あめ
　
御い
たみ
　
御ゑんさ
　
御かさ
　
御きさんし
　
御きちん
　
御きう
　
御き
やうてん
　
御きやうほう
　
御こきちやう
　
御こま
　
御さしむしろ
　
御さふらひ
　
御しほ
　
御しよゑん
　
御しやうき
　
御しやうふ
　
御
すす
　
御せんやく
　
御さうれい
　
御そて
　
御そは
　
御そん
　
御た
いし
　
御たん
　
御とひ
　
御たう
　
御たうち
　
御とうやく
　
御とく
　
御かくこ
　
御返事
　
御名
　
御ない所
　
御なのり
　
御入しち
　
御は
さみ
　
御はれつ
　
御ひえ
　
御ひんかし
　
御ひたい
　
御日まち
　
御
ひる
　
御ふた
　
御ふとう
　
御ふるゐけ
　
御へいみやく
　
御へいゆ
　
御みかた
　
御みやうし
　
御めいこ
　
御や
　
御やくし
　
御やくそく
　
御やとり
　
御やまゐ
　
御りく
　
御れうち
　
御りんしゆ
　
御わきと
　
御わたほうし　【例】 ・御すす
　　
数珠
　　
御＋
　　　
（一・一〇・二）
○みなすいしやうの
御すゝ
こたかたんしにすへてまいる。
④もじことば
　
二例（
1・
8％）─いもし
　
ゑもし
　【例】 ・いもし
　　
芋
　　
もじことば（四・五・二一）
○
いもし
もまいる。
⑤ものことば
　
一例（
0・
9％）─御こし物
　【例】 ・御こし物
　　
太刀
　
ものことば（八・四・二）
○三宮へかねみつの
御こし物
⑥御＋異名
　
九例（
7・
8％）─御きわ
　
御しひつみ
　
御しゆい
ん
　
御きよ
　
御ね
　
御ねひけ
　
御はらへ
　
御やうきう
　
御わきの
物　【例】 ・御きわ
　　
臨終
　　　
御＋異名
　（九・九・二七）
○
御
き
わ
ともいたく御しられなく御りんしゆしやうねん
にほうきよなる。
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⑦御＋省略
　
二例（
1・
8％）─御かいをけ
　
御かさ
　【例】 ・御かいをけ
　
貝合わせの桶
　
御＋省略
　（六・三・五）
○
御かいをけ
いてきて御かいはしめあり。
考察　
病気等の忌詞にの隠語が採録出来た。 「腫物」を表す「御ね」
の「ね」は「根っこ」を表すのではないか。女房は自らの体に出来る腫物を病の 」ように捉えたのか。　「御きわ（臨終） 」の「きわ」は、 「死の際
きわ
」を表している。 「御
ねひけ」の「ひけ」は、 「死去」の「去る」漢字から来ている。「死」を通して現世に対する「根」が「
去ひ
く」という意を表した
とみる。
5、永正時代の女房詞【一五〇四─一五二一】
　
永正時代（戦国前期〜戦国中期）の女房詞。全九例。
分野②道具
　
一例（
11・
1％）─御くわ（靴）
⑥動作
　
二例（
22・
2％）─御しよ い 即位） 、御りうくわん
（立願）⑦住居
　
一例（
11・
1％）─御かうし（格子）
⑩人物
　
二例（
22・
2％）─御ちもし（御乳の人 、のり久（範
久朝臣）
⑪文化
　
二例（
22・
2％）─にししま（猿楽） 、庭火（神楽）
⑫その他
　
一例（
11・
1％）─御こ月なみ（小月次）
構成①異名
　
二例（
22・
2％）─にししま
　
庭火
　【例】 ・にししま
　　
猿楽
　　
異名
　　　
（一三・一・一七）
○
にししま
にのうさせらるゝ。
②省略
　
一例（
11・
1％）─のり久
　【例】 ・のり久
　
範久朝臣
　　
省略
　　　
（一四・三・八）
○
のり久
。きよくらうゆきお。
③御＋
　
四例（
44・
4％）─御かうし
　
御こ月なみ
　
御しよくい
　
御りうくわ　【例】 ・御かうし
　
格子
　　
御＋
　　　
（八・一・一）
○
御
かう
し
つねにはかはりて五けんのうち中三けんまい
る。
④もじことば
　
一例（
11・
1％）─御ちもし
　【例】 ・御ちもし
　　
 御乳の人
　
もじことば（五・六・二五）
○新すけ殿
御ちもし
よりうとまいる。
⑥御＋異名
　
一例（
11・
1％）─御くわ
　【例】 ・御くわ
　　　
靴
　　　　
御＋異名
　（一四・一・一）
○
御くわ
頭辨もやのとにて
御くわ
めさせらるゝ。
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考察　
女房詞で代表的な「食」の言葉は、永正時代からは採録出来
ず、他例も少数であった。構成に関しても「御＋」以外は、一、二例であり、 「ものことば」 「御＋省略」に関しては〇例であった。　
理由として、当時戦国時代であった為かと推測する。戦争に関
する女房詞は見ることが出来ず、武器に関する女房詞も採録することは出来ず、 「不吉」を避けるため、又、直接戦争に関することのない女房が詞を避けたのではないか。
6、大永時代【一五二一─一五二八】
　
大永時代（戦国中期）の女房詞。全三五例。
分野①食
　
三例（
8・
6％）─かかみ（海老） 、せもし（背腸） 、つゆ
（芋茎）②道具
　
八例（
22・
9％）─花こ（花籠） 、御くわんす（鑵子） 、
侍従（香） 、しるし（墓） 、御いし（椅子） 、御ひふつ（美物） 御ははき（箒） 、御みや（土産③人体
　
二例（
5・
7％）─御かん（勘） 、御なみた（涙）
④人事
　
六例（
17・
1％）─御くわんしやうしゆ（願成就
しはい（芝居） 、御しゆつちやう（出張） 、御すいにん（推任） 、
御せいきん（制禁） 、御さうてん（相伝）⑤衣類
　
二例（
5・
7％）─御にく（褥） 、御ふくよう（服飾）
⑥動作
　
四例（
11・
4％）─御てあわせ 調合） 、御とう山 登
山） 、御とかい（渡海） 、御のき（退き）⑩人物
　
五例（
14・
2％）─くわいけん（僧） 、ししやう（僧） 、
ねんよ（僧 はうゆう 僧） 、めいよ（僧）⑪文化
　
三例（
8・
6％）─御うけとり（請取の盃） 、御こよみ
（暦） 、ちょく腸（勅旨）⑫その他
　
二例（
5・
7％）─御あかり（終わり） 、御てのうら
（筆の裏側）構成①異名
　
一〇例（
28・
5％）─かかみ
　
くわいけん
　
侍従
　
しし
やう
　
しるし
　
ちょく腸
　
つゆ
　
ねんよ
　
はうゆう
　
めいよ
　【例】 ・かかみ
　　
海老
　　
異名
　　　
（八・一・六）
○
かゝみ
まいる。
②省略
　
一例（
2・
9％）─花こ
　【例】 ・花こ
　　　
花籠
　　
省略
　　　
（八・四・六）
　　
○花こ右大弁。
③御＋
　
一四例（
40％）─御くわんす
　
御くわんしやうしゆ
　
御
かん
　
御こよみ
　
御しはい
　
御しゆつちやう
　
御すいにん
　
御せ
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いきん
　
御さうてん
　
御とう山
　
御とかい
　
御なみた
　
御のき
　
御ひふつ　【例】 ・御かん
　　
勘
　　　
御＋
　　
（八・一・二九）
○
御かん
なる。
④もじことば
　
一例（
2・
9％）─せもし
　【例】 ・せもし
　　
背腸
　　
もじことば（六・五・二七）
○なかはしより
せもし
一おけまいる。
⑥御＋異名
　
六例（
17・
1％）─御あかり
　
御いし
　
御てあわせ
　
御にく
　
御ふくよう
　
御ははき
　【例】 ・御てあわせ
　
調合
　　
御＋異名
　（七・三・一〇）
○
御てあわせ
にてまいらせらるゝ。
⑦御＋省略
　
三例（
8・
6％）─御うけとり
　
御てのうら
　
御み
や　【例】 ・御うけとり
　
請取の盃
　
御＋省略
　（七・一・一）
○けふの
御うけとり
大すけ。
考察　
大永時代の「人物」に関する言葉は五例、全て「僧」の異名で
あった。女房詞は、人名や職業を表す言葉が多く、その大部分が異名や省略という構成から成っている。現代も親しみを込め「渾名」という異名で呼称することも多い。祈祷を頻繁に行っていた
宮中人は、僧侶たちは自然と親しむ存在ではなかったか。　「海老」を「かかみ」と称したのは「海老」そのものの形状から連想することが出来る。普段目にしている海老の形は人が腰を曲げた状態である。漢字「海老」には、 「老」が入っている。 「老人が腰をかがめてい 様」を連想したと思われる。
7、享禄時代【一五二八─一五三二】
　
享禄時代（戦国中期）の女房詞。全三九例。
分野①食
　
三例（
7・
7％）─くたり（下飴） 、ひた御まな（干し
魚） 、ゆ（柚子）②道具
　
五例（
12・
8％）─御けん（楽器） 、御けんふつ（懸
物） 、御たんく（壇供） 、御へうし（表紙） 、やわやわ（紙）③人体
　
一例（
2・
6％）─御てなし（手無）
④人事
　
二例（
5・
1％）─御いたはしさ 痛わしさ） 、御けち
ゑん（結縁）⑥動作
　
一一例（
28・
2％）─御かくれ（隠れ） 、御下山（下
山） 、御したかき（下書き） 、御さいこう（再興） 、御すいきよ（推挙） 、御せいはい（成敗） 、御てうかう（調合） 、御とくしよ（読書） 、御ふさかり（塞がり） 、御へちきや 別行 みて（満て）
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⑧自然
　
四例（
10・
2％）─いとふち（花弁） 、うお（氷・白） 、
大白（星） 、南斗（星）⑨年中行事
　
一例（
2・
6％）─おやもち（盂蘭盆）
⑩人物
　
五例（
12・
8％）─御いちや（伊茶） 、こういん（僧） 、
御としより（年寄り） 、とうよ 僧 、れうこん（僧）⑪文化
　
六例（
15・
3％）─御上句（揚句） 、御くはい（回忌） 、
きりかみ（古今伝授） 、御かうしやく（講釈） 御七くわい（七回忌） 、御千く（千句）⑫その他
　
一例（
2・
6％）─御あつけ（暑気）
構成①異名
　
一一例（
28・
2％）─いとふち
　
うお
　
おやもち
　
きり
かみ
　
くたり
　
こういん
　
大白
　
とうよ
　
南斗
　
やわやわ
　
れう
こん　【例】 ・うお
　　
氷・白
　　
 異名
　　　
（二・五・二一）
○
うお
ともまいる。
②省略
　
一例（
2・
6％）─ゆ
　【例】 ・ゆ
　　　
柚子
　　　
 省略
　　　
（四・一〇・二）
○ふしみとのより御庭の
ゆ
。
③御＋
　
二二例（
56・
4％）─御上句
　
御あつけ
　
御いたはしさ
　
御いちや
　
御かくれ
　
御下山
　
御けちゑん
　
御けんふつ
　
御かう
しやく
　
御さいこう
　
御したかき
　
御すいきよ
　
御せいはい
　
御
たんく
　
御てうかう
　
御てな
　
御とくしよ
　
御としより
　
御へ
うし
　
御ふさかり
　
御へちきやう
　
御みて
　【例】 ・御あつけ
　
暑気
　　
御＋
　　
（五・六・一六）
○にはかに
御あつけにて。
⑥御＋異名
　
三例（
7・
7％）─御くはい
　
御けん
　
ひた御まな
　【例】 ・御けん
　
楽器
　　
御＋異名
　（五・四・六）
○けふも御しよさ は御けんなり。
⑦御＋省略
　
二例（
5・
1％）─御くはい
　
御七くわい
　【例】 ・御七くわい
　
七回忌
　　
御＋省略
　（五・六・一〇）
○三慈知恩院あす御七くわいほとなき事にて。
考察　
月経を表す「手無」は、 「おろしたる事（堕胎） 」 、 「御さしあひ
（月経） 」に続き、三度目である。　
現代では、連想出来かねる詞もある。 「やわやわ」に関してで
あるが、当時、和紙という手触りが柔らかな紙が主流であっ 。「紙」という物から「やわやわ」という、柔らかな女房詞が誕生したかと推測できる。
8、天文時代【一五三二─一五五五】
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天文時代（戦国中期）の女房詞。全九三例。
分野①食
　
一四例（
15・
1％）─あみ（沖醤蝦） 、いなか物（酒） 、御
きのこ（茸） 、くさのかちん（草餅） 、御くた（果物） 、くもし（茎） 、御かうし（柑子） 、さい（飲食） 、御さし（刺身） 、御す（酢） 、御すい物（吸い物） 、御なま 海鼠） 、ほてん（梵天瓜） 、御やき（焼き）②道具
　
九例（
9・
7％）─御くつ（靴） 、御こかね 黄金） 、な
かもし（長橋） 、御ふて（筆） 、
 御らつそく（蝋燭） 、御かたなめ
（造仏） 、しし 獅子舞 たい（台） 、めいの物（銘の太刀）③人体
　
五例（
5・
3％）─かもし（髪・鬘） 、御しゆかつ（腫
れ物） 、御ひきかせ（引 風邪） 、御まゆ（眉） 、御むひやう（無病）④人事
　
一一例（
11・
8％）─ゑひす（芸能） 、くもし（首級） 、
さか木（厄神参り しゆほう 修法） 、御そうかく 奏楽） 、入たふ（出家） 、御にやうふ（入峰）御入めつ（入滅） 、御ふつけい（仏詣） 、御ほうたん（法談） 、まんく（ 事）⑤衣類
　
二例（
2・
2％）─とんきん（東京錦） 、りはつ（元服）
⑥動作
　
一一例（
11・
8％）─御けうかう（校合） 、御さくし
（作事） 、御させん（左善） 、御心くわん（心願） 、御そうたう（贈
答） 、御ちやうし（停止） 、御てんとく（点読） 、御ふれ（触れ） 、御まち（待ち） 、御かかけ（掲げ） 、御しとく（詩読）⑦住居
　
二例（
2・
2％）─あたこ（愛宕神社） 、御さ（座）
⑧自然
　
四例（
4・
3％）─御くらはせ（長谷川） 、御すす
（煤） 、御そくさい（息災） 、動（地震）⑨年中行事
　
五例（
5・
3％）─おきひろ（歳事） 、御うらもん
（盂蘭盆） 、からたけ（盆） 、御かかみすまし（彼岸） 、御ほし（節分
 等）
⑩人物
　
二一例（
22・
6％）─あかいはう（僧） 、御あこ（女
房） 、あせち（殿・大納言） 、御あまこ（尼 ） 、御いちやいちや（伊茶々） 、ゑいしゆん 僧 かくはん（僧） 、けんこ 大元師） 、光よ（僧） 、しけん（僧） 、そうしゆく（僧） 、ちやう（長老） 、ちんよ（僧） 、なかす （永相朝臣） 、はれとよ（晴豊朝臣 藤中（藤中納言） 、御ほんち（本地） 、まさ（雅敦） 、御もんと（門徒） 、ゆうゑん（僧） 、前大すも （前大納言）⑪文化
　
三例（
3・
2％）─さかき（源氏物語） 、わき（能） 、御
詩哥（詩歌）⑫その他
　
六例（
6・
5％）─御うたのあい（歌の間） 、くろ
（馬） 、みもし（南） 、ものけ（物の怪） 、御しゆす（守生） 、御しゆへん（呪遍）
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構成①異名
　
二三例（
24・
7％）─あかいはう
　
あせち
　
ゑひす
　
ゑ
いしゆん
　
おきひろ
　
かくはん
　
からたけ
　
くさのか ん
　
くろ
　
けんこ
　
光よ
　
さい
　
さかき
　
さか木
　
しけん
　
そうしゆく
　
ち
んよ
　
動
　
入たふ
　
まんく
　
ゆうゑん
　
りはつ
　
わき
　【例】 ・ゑひす
　　
芸能
　　
異名
　　　
（二四・一・二二）
○
ゑひす
まいりて。
②省略
　
一一例（
11・
8％）─あたこ
　
あみ
　
しし
　
ちやう
　
藤
中
　
とんきん
　
なかすけ
　
はれとよ
　
ほてん
　
まさ
　
ものけ
　【例】 ・あみ
　　
沖醤蝦
　
省略
　　　
（一七・二・二三）
○
あみ
一おけまいる。
③御＋
　
三九例（
41・
9％）─御あまこ
　
御くつ
　
御かかけ
　
御
かうし
　
御けうかう
　
御きのこ
　
御こかね
　
御さ
　
御さくし
　
御
させん
　
御詩哥
　
御しとく
　
御しゆす
　
御しゆへん
　
御心くわん
　
御す
　
御すい物
　
御すす
　
御しゆほう
　
御そうかく
　
御そうたう
　
御そくさい
　
御ちやうし
　
御てんとく
　
御にやうふ
　
御入めつ
　
御ひきかせ
　
御ふて
　
御ふつけい
　
御ふれ
　
御ほうたん
　
御ほん
ち
　
御まち
　
御まゆ
　
御むひやう
　
御もんと
　
御やき
　
御らつそ
く
　
御たい
　【例】 ・御うらもん
　
盂蘭盆
　　
御＋
　　　
（一〇・七・一六）
○やなきもと
御うらもん
の御はんをいたす。
④もじことば
　
六例（
6・
5％）─かもし
　
くもし（首級）
　
く
もし（茎）
　
なかもし
　
みもし
　
前大すもし
　【例】 ・かもし
　　
髪・鬘
　　　
もじことば（六・一二・二九）
○こんすけ殿
かもし
御かけありて。
⑤ものことば
　
二例（
2・
2％）─いなか物
　
めいの物
　【例】 ・いなか物
　　
酒
　　　
ものことば（九・七・二〇）
○しけやす
いなか物
とて御たる三か。
⑥御＋異名
　
九例（
9・
7％）─御あこ
　
御いちやいちや
　
御う
らもん
　
御うたのあい
　
御くらはせ
　
御かかみすまし
　
御かたな
め
　
御しゆかつ
　
御ほし
　【例】 ・御いちやいちや
　
伊茶々
　
御＋異名（二・一二・二二）
○
御いちや〳〵
なり。
⑦御＋省略
　
三例（
3・
2％）─御くた
　
御さし
　
御なま
　【例】 ・御くた
　　　
果物
　　
御＋省略
　（八・三・二二）
○新大すけ
御くた
まいる。
考察　
女房詞には、鮭を「あか物」 、菜を「あを物」と称す、色に応
じて構成している言葉も多い。天文時代 、馬の意の「くろ」がある。当時、馬は戦や長距離の移動など、身近な存在であった。
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地震を意味する言葉「動」の異名の由来は、世界が「動く」と
感じる揺れから来るのであろう。地震は恐れるべき存在であり、人々には、この世の終わりと感じる恐怖であった。
9、弘治時代【一五五五─一五五八】
　
弘治時代（戦国中期）の女房詞。全一五例
分野①食
　　
一例（
6・
6％）─御ちそう（馳走）
④人事
　
三例（
20％）─御あわれさ（憐れさ） 、御せんそ（践
祚） 、御ほたき（火焚）⑤衣類
　
一例（
6・
6％）─御こしゆひ（腰結い）
⑥動作
　
一例（
6・
6％）─御きもいり（肝入り）
⑦住居
　
一例（
6・
6％）─そうもし（惣）
⑩人物
　
五例（
33・
3％）─ゑんよ（僧） 、くうかい（僧） 、けい
てん（僧） 、しんさい（新宰相） 、御つちと（土戸）⑪文化
　
一例（
6・
6％）─御日（忌日）
⑫その他
　
二例（
13・
3％）─御てさた（天皇の申沙汰） 、御へ
ち時（別時）構成①異名
　
三例（
20％）─ゑんよ
　
くうかい
　
けいてん
　【例】 ・ゑんよ
　　
僧
　　　
異名
　　　
（四・二・一一）
○さい光寺
ゑんよ
御れいにまいる。
②省略
　
一例（
6・
6％）─しんさい
　【例】 ・しんさい
　
新宰相
　
省略
　　　
（二・一二・二五）
○
しんさい
御しゆりこのたい
③御＋
　
八例（
53・
3％）─御あわれさ
　
御きもいり
　
御こしゆ
ひ
　
御せんそ
　
御ちそう
　
御つちと
　
御へち時
　
御ほたき
　【例】 ・御あわれさ
　
憐れさ
　
御＋
　　
（三・一一・二二）
○一たんと
御あわれさ
にて候。
④もじことば
　
一例（
6・
6％）─そうもし
　【例】 ・そうもし
　　
惣
　　　
もじことば（二・四・二）
○
そうもし
御申さたにて。
⑦御＋省略
　
二例（
13・
3％）─御てさた
　
御日
　【例】 ・御てさた
　
天皇の申沙汰
　
御＋省略（一・一〇・二三）
○このたひは
御てさた
にておこなわるゝ。
考察　
弘治時代、異名の構成のものは三例、全てが「僧」を表すもの
であった。 「職業」や「位」などの記述を異名で呼ぶのではなく、省略した女房詞も多く存在するが、弘治時代からは「しんさい（新宰相） 」があった。現代「総理大臣」を「総理」と省略すると同種である。人物との間柄、職業、地位により変化する「人名」
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の女房詞は、現代に残っている言葉は少ない。
10、永禄時代【一五五八─一五七〇】
　
永禄時代（戦国中期〜戦国後期）の女房詞。全一〇六例。
分野①異名
　　
六例（
5・
7％）─あかいまな（鮭・鱒） 、御さかな
（魚） 、御ひは（枇杷） 、ふえの御ひら（無塩の鯛） 、みそれ（霙酒） 、御もも（桃）②道具
　
一九例（
17・
9％）─いりしゆう（薬湯） 、うすはた
（花瓶） 、うちい（打板） 、御ゑやう（絵様） 、きりあな（楊弓） 、御きりこ（切籠 ことのお（箏の緒） 、御しゆうはこ（重箱） 、御そへこ（副子） 、御大こ（太鼓） 、御つけくすり（付け薬） 、御てのこい（手拭い） 、ぬい物（花袋） 、ひわた（檜の皮） 、は（楽器） 、御まかない（賄い） 、御こし（輿） 、御れんたい（廉台） 、御くくみくすり（撳薬）③人体
　
四例（
3・
8％）─御くひすち（首筋） 、御は（歯） 、御
みのけ（身の毛） 、 め 目④人事
　
一三例（
12・
3％）─うちいて（合戦） 、大やけ（火
事） 、御かつそう（合奏 きり（湯始め くもし事 公事） 、御けんそく（還俗） 、御つや 通夜） 、御てならひ 手習い） 、野梅（香り） 、御もよをし（催し） 、ゆ（湯治
⑤衣類
　
二例（
1・
9％）─御なかへ（中衣） 、御はう（袍）
⑥動作
　
八例（
7・
5％）─御あんない（案内） 、御一巡（一
巡） 、御きよめ（清め） 、御ちんすい（沈酔） 、御とうろみ（燈籠見） 、御ひとり（日取り） 、御めさまし（日待・月待） 、御繼（以継）⑦住居
　
一一例（
10・
3％）─いま宮（神社） 、いわや（岩屋不
動） 、御ゑん（住居） 、 くのませ（籬） 、しやくせん（積善院御つし（住居） 、御舟（便所） 、御へちてん（別殿） 、御やね（屋根） 、御ゆとの（御湯殿上 わ 住居）⑧自然
　
四例（
3・
8％）─大かみ（雷） 、きたの志なのさかり
（信濃桜） 、しやうひ（薔薇） 、すいやうひ（菊）⑨年中行事
　
一例（
0・
9％）─けふの御物（嘉通）
⑩人物
　
一三例（
12・
3％）─いひかい（僧） 、いゑの物（陰陽
師） 、うす雲のまき（源氏） 、さい 女房 さいし（祭主） 、佐順（僧） 、聖しん 僧） 、前大内（前内府） 、中山大（中山大納言） 、日よ（僧） 、万里小路大（万里小路大納言） 、ゆうけい 僧） 、四大（四辻大納言⑪文化
　
一三例（
12・
3％）─あふひのまき（源氏物語） 、うつ
せみ（源氏物語） 、御うたい（謡） 、かけろふ（源氏物語 こてうのまき しやうし（上巳） 、そかう（楽 たま
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や（謡） 、ははき（源氏物語） 、まほろしのまき（源氏物語） 、もみちのか（源氏物語） 、やた（猿楽） 、ゆふかほ（源氏物語）⑫その他
　
一二例（
11・
3％）─御あつさ（暑さ） 、御一や（一
夜） 、かはね 姓 御きぬちん（布番 御しち（質） 、御下かも（下鴨） 、御たか（鷹） 、御つゐち（築地） 、御はいせう（廃朝） 、御まへ（前 まんさい 千秋万歳 虫 昆虫構成①異名
　
三六例（
34％）─あふひのまき
　
あかいまな
　
いひかい
　
いま宮
　
いりしゆう
　
うすはた
　
うす雲のまき
　
うちいて
　
うつ
せみ
　
大かみ
　
大やけ
　
かくしん
　
かけろふ
　
かはね
　
きくのま
せ
　
きたの志なのさかり
　
きりあな
　
切取
　
こてうのまき
　
さい
佐順
　
しやうひ
　
聖しん
　
前内府
　
そかう
　
たまや
　
日よ
　
野梅
　
ははき
　
ひわた
　
はう
　
まほろしのまき
　
もみちのか
　
やた
　
ゆ
うけい
　
ゆふかほ
　
わき
　【例】 ・あふひのまき
　
 源氏物語
　　
異名
　　
（五・九・一五）
○
あふひのまき
いたさるゝ。
②省略
　
一二例（
11・
3％）─いわや
　
うちい
　
く事
　
さいし
　
しやくせん
　
中山大
　
万里小路大
　
まんさい
　
みそれ
　
虫
　
ゆ
　
四大　【例】 ・うちい
　　
 打板
　　　
省略
　　　
（七・六・二〇）
○
うちい
と。
③御＋
　
四四例（
41・
5％）─御あつさ
　
御あんない
　
御一巡
　
御一や
　
御うたい
　
御ゑやう
　
御かつそう
　
御きよめ
　
御きりこ
　
御くくみくすり
　
御くひすち
　
御けんそく
　
御ことのお
　
御さか
な
　
御しち
　
御下かも
　
御しゆうはこ
　
御しやうし
　
御しゆらく
　
御そへこ
　
御たか
　
御大こ
　
御ちんすい
　
御つゐち
　
御つけくす
り
　
御つや
　
御てならひ
　
御とうろみ
　
御なかへ
　
御は
　
御はい
せう
　
御ひとり
　
御ひは
　
御へちてん
　
御はう
　
御まへ
　
御まか
ない
　
御こし
　
御みのけ
　
御め
　
御もも
　
御もよをし
　
御やね
　
御れんたい　【例】 ・御なかへ
　　
中衣
　　　
御＋
　　　
（四・一・二〇）
○下のはせかわ所より
御なかへ
とりよせまいらるゝ。
⑤ものことば
　
三例（
2・
8％）─いゑの物
　
けふの御物
　
ぬい
物　【例】 ・いゑの物
　　
陰陽師
　　
ものことば（四・七・二三）
○あきとみ
いゑの物
かきたる物にて候ほとに。
⑥御＋異名
　
九例（
8・
5％）─御ゑん
　
御きぬちん
　
御きり
　
御くもし事
　
御つし
　
御てのこい
　
ふえの御ひら
　
御舟
　
御めさ
まし　【例】 ・御きぬちん
　
布番
　　
御＋異名
　（四・七・一五）
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○はすく御御はいせん
御きぬちん
とて。
⑦御＋省略
　
二例（
1・
9％）─御ゆとの
　
御繼
　【例】 ・御繼
　　　
以継
　　
御＋省略
　（二・三・二三）
○すゝきの
御繼
申つき。
考察　
永禄時代の文化を表す女房詞は、一三例中八例が、 「源氏物語」
を表す。源氏物語は、流布と同時に写本が繰り返され、同時に地域にも流布していった。 『 湯殿上日記』の執筆者にとって源氏物語は身近であり、その異名の由来が、物語の登場人物からであることは、今ま の時代と比べて 少し異種を感じる。　
合戦を「うちいて」と言い換えた女房詞は、多くの血が流れる
「戦い」という不吉な表現を、避けたためではないか。
11、元亀時代【一五七〇─一五七三】
　
元亀時代（戦国後期）の女房詞。全二二例。
分野①食
　
二例（
9％）─あかきかちん（小豆餅） 、御わかな（若菜）
②道具
　
六例（
27・
4％）─御をしいた（押し板） 、きくすい
（灯篭） 、御しうか（祝儀） 、御 うみやう（燈明） 、御ないやく（内薬） 、御らんそく（蝋燭）③人体
　
四例（
18・
2％）─御かいき（咳気） 、御かた（肩） 、さ
し（月経） 、御はくろ（歯黒）④人事
　
四例（
18・
2％）─御かいちん（凱陣） 、御こしそへ
（輿添） 、御しゆくくわん（宿願） 、御月まち（月待ち）⑤衣類
　
一例（
4・
6％）─御さしぬき（差貫）
⑥動作
　
一例（
4・
6％）─御つくり（作り）
⑨年中行事
　
二例（
9％）─七へい（七夕） 、ほん（盂蘭盆）
⑩人物
　
二例（
9％）─御あんせん（愛染） 、うへ（天皇） 、くわ
ん中（勧修寺 納言）構成①異名
　
五例（
22・
8％）─あかきかちん
　
うへ
　
きくすい
　
さ
し
　
七へい
　【例】 ・うへ
　　　
天皇
　　　
異名
　　　
（三・一・一六）
○けふの御かんきん
うへ
。
②省略
　
二例（
9％）─くわん中
　
ほん
　【例】 ・ほん
　　　
盂蘭盆
　　
省略
　　　
（三・七・九）
○
ほん
の事。
③御＋
　
一二例（
54・
6％）─御かいき
　
御かいちん
　
御をしい
た
　
御かた
　
御さしぬき
　
御しゆくくわん
　
御月まち
　
御つくり
　
御とうみやう
　
御ないやく
　
御はくろ
　
御わかな
　【例】 ・御かいき
　　
咳気
　　
御＋
　　　
（四・一・八）
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○
御かいきにて御たいめんなし。
⑥御＋異名
　
三例（
13・
6％）─御あんせん
　
御しうか
　
御らん
そく　【例】 ・御らんそく
　
蝋燭
　　
御＋異名
　（三・閏一・二五）
○
御らんそく
にて又御かいくはうさま。
考察　
天皇を表す「うへ」は、天皇の地位からとったもので、お客様
に対し、宛名を「上様」とするのは、その名残であろう。　
月経を表す「さし」は「差合」の略称である。文明時代、延徳
時代、享禄時代 元亀時代と、女性の特有の生理現象を表す女房詞が四語採録出来た。このことから、 「出産」を連想させる現象は、穢れを連想させるものであったろう。
12、天正時代【一五七三─一五九二】
　
天正時代（安土・桃山時代）の女房詞。全一八〇例。
分野①食
　
一八例（
10％）─あか（小豆） 、あさあさ（浅漬け） 、あ
まくもし（甘酒） 、御かい（貝） 、かま（竃湯） 、きそかちん（木曽餅） 、おんく御（飯） 、くもしのかもし（栗餅） 、 ほり（氷餅） 、御はん（飯） 、御さいしん（飲食） 、さもし（鯖） 、下のめいふつ（白き餅） 、御しらす（白子） 、なひ（飲食） 、ふろ（飲
食） 、まくは（瓜） 、夕く御（夕飯）②道具
　
一一例（
6・
1％）─御かかり（篝） 、御かけし（掛字）
御きつ書（吉書） 、きなるかね（黄金） 、くほかきけ（小鼓） 、御かうく（香具） 、さしき（座具 しろきかね（銀） 、御つくゑん（机） 、御ふえ（笛） 、御わきさし（脇差）③人体
　
二一例（
11・
7％）─御かいな（腕） 、御 ほ 顔
きわ（疾病） 、くさ（瘡） 、御くちひる（唇） 、御け（気） 、御けか（怪我） 、御 りよく（合力） 、御しやうね（性根） 、御すち（筋） 、御ちから（力） 、ちのわ（血の煩い） 、御てなか（手長） 、御てのくさ 瘡） 、御とし（歳） 、御ねつ（熱） 、御ほいな（本意） 、ほしろ 頬が白い） 、御み 身） 、御やうたい 容態） 、御としちかへ（歳違え）④人事
　
二一例（
11・
7％）─御うたいしゆう（謡衆） 、うちい
り（花見） 、枝の御まり（蹴鞠） 、御たひ（旅） 、御くわんたて（願立） 、かさはめ（虫干） 、御きくみ 菊見） 、御きやうくん（教訓） 、御きよ行すい（清行水） 、御けいさん（掛け算 しやうい（譲位） 、御そう位（贈位） 、御 うし（奏事 日中（勤行のち御事（法事） 、御は らたて 柱立） 、御はなみ 花見） 、御はなれ（死別） 、百日 没後 御ましない 呪い ゆ（湯立ち）
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⑤衣類
　
一一例（
6・
1％）─いた（服飾） 、いたのもの（服
飾） 、おもし（帯） 、御かけを（懸緒） 、御かさね（襲） 、かみしも（衣服） 、五十日（忌服） 、御ねもし（練貫） 、御はく（帛） 、御ひほなをし（紐直し） 、まき物（生地）⑥動作
　
一八例（
10％）─御きき（聞香） 、御さいく（細工） 、御
さんねう（算用） 、御 うしやう（愁傷） 、御しゆつたい（出題） 、御すそわけ（裾分け すはり（座り たま 騙しちやちや（茶々） 、御はいかい（俳諧） 、御はなむけ（贐） 、御はんふう（判封） 、ひせん（受領 御ふとう（不動） 、御ふるい事（震い事） 、御まい（舞） 、御むかゐ（迎い） 、御ゆさん（遊山）⑦住居
　
六例（
3・
3％）─四十五夜（別殿） 、御しやうしや
（精進舎） 、御たな（棚） 、二條（二条御所） 、御ねふと（根太） 、もり（雨漏り）⑧自然
　
二例（
1・
1％）─はきの御はし（明月） 、御まつ（松）
⑨年中行事
　
八例（
4・
4％）─うもし（打撒） 、御かきそめ
（書き初め） 、くみたて 盂蘭盆 たきそめ 薫き初め たむけ（七夕） 、御つくつく（亥の子） 、御はきそめ（掃き初めみいの御かく（巳亥）⑩人物
　
一九例（
10・
6％）─御あに（兄） 、おか（楽人） 、き
うくわ（僧） 、御こうけん（後見） 、御こきこ（胡鬼の子 こけ
（僧） 、御しやか（釈迦） 、正い（官職） 、そうせつ（観世宗節） 、そち殿（師大納言） 、たいおう（僧） 、たうさん（医師） 、御なかうと（仲人） 、まつき（武士） 、みやの（宮の方） 、御めのと（乳母） 、もんか 僧） 、やもし（薬師） 、御きやうふきやう（経奉行）⑪文化
　
三二例（
17・
8％）─御いみ（忌） 、御うたいそめ（謡
初め） 、御お り（踊り） 、かよいこまち（謡） 、 り（踊り） 、きんもう（獅子舞 御くるい（遊芸） 、けん三（謡 さいしん（謡） 、しふつしま（入端） 、しんこん（真言宗） 、しんわう 狂言） 、そう ん（謡） 、そとは（入端 たかおか にゑも（狂言） 、御はや （囃子） 、ふかみ（猿楽） 、ふくや（謡 ふし（能） 、ほしか（謡） 、御ほつたい（法体） 、まつほ（謡） 、御むけ（無卦） 、山と 夕かほ（謡） 、よきちらう（猿楽） 、りう大夫（猿楽） 、櫻まち（千秋万歳） 、四ほんはしら 能舞台） 、御せんへんかく（千反楽） 、せいしゆうらう（猿楽）⑫その他
　
一三例（
7・
2％）─御あい（間） 、御あんちん（安
鎮） 、一てう（謡【数詞】 御かい日（戒日） 、きしおとり（雉鳥） 、御くらひ（位） 、御月あて（月充て） 、ならひ（双岡） 、御ねり（年 ふく（福） 、御むかはり 周期） 、御ゆねん 遊年） 、わたさかもり（女房舞）構成
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①異名
　
六〇例（
33・
3％）─あか
　
あさあさ
　
いた
　
一てう
　
うちいり
　
枝の御まり
　
おかかみしも
　
かさはめ
　
かよいこま
ち
　
きそかちんきなるかね
　
きうくわ
　
きり
　
きんもう
　
おんく
御
　
くさ
　
くほかきけ
　
くみたて
　
けん三
　
こほりかちん
　
こけ
　
五十日
　
さいしん
　
櫻まち
　
さしき
　
しふつしま
　
四ほんはしら
　
正い
　
しんこん
　
しんわう
　
しろきかね
　
下のめいふつ
　
せいし
ゆうらう
　
そううん
　
そとは
　
そち殿
　
たいおう
　
たかおか
　
た
うさん
　
なひ
　
ならひにゑもん
　
日中
　
のち御事
　
ひせん
　
百日
　
ふろ
　
ふかみ
　
ふくや
　
ふし
　
ほしか
　
まくは
　
まつき
　
まつほ
　
もんか
　
山と
　
夕かほ
　
よきちらう
　
りう大夫
　
わたさかもり
　【例】 ・かよいこまち
　
謡
　　
異名
　　
（三・三・一六）
○
かよいこまち
。夕かほ二はんうたはるゝ。
②省略
　
七例（
3・
9％）─かま
　
そうせつ
　
ちのわ
　
二條
　
ほ
しろ
　
みやの
　
もり
　【例】 ・かま
　　
竃湯
　　
省略
　　　
（七・一〇・二三）
○けふより上らふやせの
かま
へ御入候。
③御＋
　
八三例（
46・
1％）─御あに
　
御あんちん
　
御いみ
　
御
うたいしゆう
　
御うたいそめ
　
御たひ
　
御おとり
　
御かい
　
御か
いな
　
御かほ
　
御かい日
　
御かかり
　
御かけし
　
御かきそめ
　
御
かけを
　
御かさね
　
御くわんたて
　
御きくみ
　
御きしおとり
　
御
きつ書
　
御きやうふきやう
　
御きやうくん
　
御きよ行すい
　
御く
ちひる
　
御くらひ
　
御け
　
御けか
　
御けいさん
　
御はん
　
御かう
く
　
御こうけん
　
御こきこ
　
御かうりよく
　
御さいく
　
御しやか
　
御しうしよう
　
御しゆつたい
　
御しやうい
　
御しやうね
　
御しら
す
　
御すち
　
御すそわけ
　
御すはり
　
御せんへんかく
　
御そう位
　
御さうし
　
御たきそめ
　
御たな
　
御たまし
　
御ちから
　
御ちやち
や
　
御月あて
　
御てなか
　
御とし
　
御としちかへ
　
御なかうと
　
御ねつ
　
御はいかい
　
御はきそめ
　
御はなむけ
　
御はんふう
　
御
はしらたて
　
御はなみ
　
御はく
　
御はやし
　
御ひほなをし
　
御ふ
え
　
御ふく
　
御ふとう
　
御ふるい事
　
御ほつたい
　
御まい
　
御ま
しない
　
御まつ
　
御み
　
御むかゐ
　
御むけ
　
御めのと
　
御ゆさん
　
御ゆねん
　
御やうたい
　
御わきさし
　【例】 ・御かいな
　　
腕
　　　
御＋
　　
（八・四・一）
○いまた
御かいな
いたくて。
④もじことば
　
七例（
3・
9％）─あまくもし
　
うもし
　
おもし
　
くもしのかもし
　
さもし
　
御ねもし
　
やもし
　【例】 ・さもし
　　
鯖
　　
もじことば（一四・五・三〇）
○
さもし
一折。
⑤ものことば
　
二例（
1・
1％）─いたのもの
　
まき物
　【例】 ・いたのもの
　
服飾
　　
ものことば（七・七・一一）
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○にはかにむら井所の
いたのもの
十たんこしらゆる。
⑥御＋異名
　
一八例（
10％）─御きわ
　
御くるい
　
御はん
　
御さ
いしん
　
御さしき
　
御さんねう
　
御たむけ
　
御つくゑん
　
御つく
つく
　
御てのくさ
　
御ねふと
　
御ねり
　
御はなれ
　
はきの御はし
　
御ほいな
　
みいの御かく
　
御むかはり
　
夕く
　【例】 ・御きわ
　　　
疾病
　　
御＋異名
　（一七・五・九）
○御みやくに
御きわ
よくなきよし申て御くすりまいる。
⑦御＋省略
　
三例（
1・
7％）─御あい
　
御きき
　
御ゆ
　【例】 ・御きき
　　　
聞香
　　
御＋省略
　（九・三・一二）
○わかみやの御かたてうかうの御たき物
御きゝ
あり。
考察　「文化」に関する女房詞を多く見ることが出来た。御湯殿上日記研究会は、 「時代が進むにつれて、能の形式が高まっ
た
注注
注
」と
しているが、天正時代には顕著である。中でも最も多い言葉が「謡」の異名である。元来、能とは違い、謡とは盃事の付属的なものとして行われていたようである。形式に拘った能に比べ、謡は敷居 低いものであった。御湯殿上日記研究会は 場において 、
* 宮中では未だ成立するに至っていない、という。能は
謡に比べ、気軽に場を設けることが出来なかった 「文化」に関する女房詞一〇例の「謡」の異名に対して、 「能」を表す女房詞
が一例のみである事から、 「謡」と「能」の浸透の差を見ることが出来る。　
*──部
　『お湯殿の上の日記の研究
　
宗教・遊芸・文芸資料索引』 （御湯殿上日記研
究会
　
平文社
　
一九七三年三月三〇日）六四ページ五行目
13、文禄時代【一五九二─一五九六】
　
文禄時代（安土・桃山後期）の女房詞。全一四例。
分野①食
　
三例（
21・
4％）─くすのかちん（葛餅） 、御こは（強
飯） 、御みき（神酒）③人体
　
三例（
21・
4％）─しはふき心（核心） 、御はしか（麻
疹） 、御ふく中け（腹中気）④人事
　
三例（
21・
4％）─御しやうき（将棋） 、むま（将棋） 、
ほうもち（鶏合わせ）⑦住居
　
一例（
7・
2％）─御やしき（屋敷）
⑧自然
　
一例（
7・
2％）─御こすへ（梢）
⑩人物
　
一例（
7・
2％）─あす中將（飛鳥井中納言
⑫その他
　
二例（
14・
2％）─御ここ（御後） 、御たん（反）
構成①異名
　
五例（
35・
7％）─あす中將
　
むま
　
くすのかちん
　
し
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はふき心
　
ほうもち
　【例】 ・むま
　　　
将棋
　　
異名
　　　
（四・五・五）
○しやうきの
むま
わうしやうをあらためて。
③御＋
　
八例（
57・
1％）─御ここ
　
御こすへ
　
御しやうき
　
御
たん
　
御はしか
　
御ふく中け
　
御みき
　
御やしき
　【例】 ・御はしか
　
麻疹
　　
御＋
　　　
（四・七・五）
○新宮の かた
御はしか
ののち御なりあり。
⑦御＋省略
　
一例（
7・
2％）─御こは
　【例】 ・御こは
　　
強飯
　　
御＋省略
　（四・二・一六）
○
御こは
色色まいり候て。
考察　「鶏合わせ
注注
注
」とは、宮中の遊びである。文禄時代（一五九二年）
と言えば、豊臣秀吉による「朝鮮出兵（一五九二年〜一五九三年
注注
注
） 」と同時期であり、資料を参照すると、文禄時代の女房詞は、
全て文禄四年、つまりは、一五九五年以降に造語された言葉である。しかし、文禄時代の採録語は「将棋」や「鶏合わせ」といった「遊戯」であり、戦国時代（永正時代─元亀時代）と同様、他の分野においても、 「戦」にかかわる言葉はなかった。戦があった文禄一・二年から 全く採録出来なかった。永正時代と同様、 「不吉」を連想させる「戦争」関連語を避けたのではないか。
14、慶長時代【一五九六─一六一五】
　
慶長時代（安土・桃山後期〜江戸前期）の女房詞。全八七例。
分野①食
　
一一例（
12・
7％）─おはな（尾花の粥） 、御こく、御は
ん、飯こん（牛蒡） 、御さけ（鮭） 、ししめかい（蜆貝） 、しろき御まな（鱈） 、つかるわら（津軽蕨） 、はまやもし（浜焼き ふし（飲食） 、むもし（麦 ゆのえた（柚）②道具
　
九例（
10・
3％）─御きにちほとけ（忌日仏） 、御くし
御ゆ（髪湯） 、御かうつつみ 香包み） 、御こはさみ（小鋏） 、御つかり 漬かり湯） 御 ほ 壺） 、なつめ（器 ひけ（灸） 、御やうし（楊枝）③人体
　
七例（
8％）─おとな事（疾病） 、御かいみやう（改
名） 、御きしよく 気色 、 しら （白髪） 、御ぢやうず 上手） 、御ほうそ（疱瘡） 、御めまい（目眩④人事
　
一一例（
12・
7％）─御あいしやう（相性） 、御あらい
み（荒忌） 、御ありつき 有附き） 、しゆうけん 婚姻 さうせつ（雑説） 、御はつと（法度） 、御はな （談話） 、御はんしやう（繁盛） 、みなつき（水無月祓） 、御みやまいり（宮参り 夕ひ（日待ち）
　　　
⑤衣類
　
七例（
8％）─御あわせ（袷） 、おやのふく（忌服） 、御
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おり物（織物） 、御かうい（更衣） 、御こきく（菊綿） 、ゆもし（浴衣） 、御よるの物（布団）⑥動作
　
七例（
8％）─御いけみ（池見） 、御ゐんきよ（隠居） 、
御ことかき（事欠き） 、御そせう（訴訟） 、御たいさん（代参） 、御ふんへつ（分別） 、御はうきやく（忘却⑦住居
　
三例（
3・
4％）─おもてむき（住居） 、御かくや（楽
屋） 、 ろうか（廊下）⑨年中行事
　
六例（
7％）─御くちきり（口切の茶事） 、御せい
ほ（歳暮） 、御せちふん（節分） 、七色 七夕 ひかん 彼岸） 、水（盂蘭盆）⑩人物
　
一六例（
18・
5％）─うきやう（右京太夫） 、御くわい
せき（外戚 御かたき（敵） 、けん （医師） 、こかん（僧） 、せうこ（医師） 、新くら 新くら 、たまや（諸職） 、ちかつな（近綱朝臣） 、御つれ人（連れ人 とう大す 殿 藤大典侍） 、御いき（内儀 ひめ（姫君） 、まみ（女房） 、御まん（女房 めうおん（妙音天⑪文化
　
七例（
8％）─きりつほ（源氏物語） 、けいの物（芸） 、
御かう（法華八講） 、抄き（狂言） 、とつは（狂言 法花 法華経） 、きちさう（踊り）⑫その他
　
三例（
3・
4％）─御ゑん（縁） 、御五きん（五吟） 、
御三きん（三吟）構成①異名
　
二三例（
26・
4％）─おとな事
　
おもてむき
　
おやのふ
く
　
きりつほ
　
きちさう
　
けんか
　
こん
　
こかん
　
ししめかい
　
しゆうけん
　
抄き
　
せうこ
　
たまや
　
とう大すけ殿
　
とつは
　
な
つめ
　
七色
　
ひけ
　
ふし
　
まみ
　
水
　
夕ひ
　
ゆのえた
　【例】 ・おとな事
　
疾病
　　
異名
　　　
（一五・一・九）
○女三の宮の御かた
おとな事御さた候とて。
②省略
　
八例（
9・
3％）─うきやう
　
おはな
　
新くら
　
ちかつ
な
　
つかるわら
　
法花
　
みなつき
　
めうおん
　【例】 ・新くら
　　
新蔵人
　　
省略
　　　
（九・三・一九）
○
新くら
御はいせんにしこう。
③御＋
　
四〇例（
46％）─御あいしやう
　
御あらいみ
　
御ありつ
き
　
御あわせ
　
御いけみ
　
御ゐんきよ
　
御ゑん
　
御おり物
　
御か
くや御くわいせき
　
御かいみやう
　
御かたき
　
御きしよく
　
御き
にちほとけ
　
御かうい
　
御かうつつみ
　
御こはさみ御ことかき
　
御五きん
　
御さけ
　
御三きん
　
御しらか
　
御ぢやうず
　
御せいほ
　
御さうせつ
　
御そせう
　
御たいさん
　
御つかりゆ
　
御つほ
　
御つ
れ人
　
御ないき
　
御はつと
　
御はんしやう
　
御ひかん
　
御ふんへ
つ
　
御はうきやく
　
御みやまいり
　
御めまい
　
御やうし
　
御ろう
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か　【例】 ・御つほ
　　
壺
　　　
御＋
　　　
（九・四・二二）
○
御つほ
二ついつる。
④もじことば
　
三例（
3・
4％）─はまやもし
　
むもし
　
ゆもし
　【例】 ・ゆもし
　　
浴衣
　　
もじことば（四・八・二九）
○
ゆもし
。二千疋下さるゝ。
⑤ものことば
　
二例（
2・
3％）─御よるの物
　
けいの物
　【例】 ・御よるの物
　　
布団
　　
ものことば（五・一〇・二二）
○
御よるの物
長はしよりこしらへてまいる。
⑥御＋異名
　
七例（
8％）─御くし御ゆ
　
御こく御
　
御こきく
　
しろき まな
　
御せちふん
　
御はなし
　
御まん
　【例】 ・御こく御
　
飯
　　
御＋異名
　（八・五・一三）
○御みやとて
御こく御
まいる。
⑦御＋省略
　
四例（
4・
6％）─御くちきり
　
御かう
　
御ひめ
　
御ほうそ　【例】 ・御ほうそ
　
疱瘡
　　
御＋省略
　（一五・二・三）
○宮の御かた
御ほうそ
あそはす。
考察　
忌服を表す「おやのふく」は、他の女房詞とは異なり、不吉な
印象を持たせる女房詞である。 「忌服」とは、親 ど、近親者が
亡くなった際に、一定の間、喪に服すことであり、 「おやのふく」という異名は様相から来るものだと思われる。　
禁忌や忌詞に対する、女房詞の異名は、その表現を暈かす工夫
や、 「負」の表現を全く逆の意味の言葉に変化させ ものであったが、 「おやのふ 」 、 「親が亡くなる」 いうことを、直接的に彷彿とさせる言葉である。不吉と感じる表現を用いて る言葉
注注
注
は、そこには女房詞の別の一面を見る。
15、元和・寛永時代【一六一五─一六四四】
　
元和時代、寛永時代（江戸前期） 女房詞。元和時代一例、寛
永時代一七例。分野①食
　
一例（
5・
6％）─てまり（手毬麩）
②道具
 
四例
 （
22・
2％）
 ─御なきなた（薙刀） 、まにあい（間
合い紙） 、御めかね（眼鏡） 、御いんろう（印籠）③人体
 
一例
 （
5・
6％）
 ─御せい（精）
④人事
 
一例
 （
5・
6％）
 ─御まつり（祭）
⑦住居
 
二例
 （
11・
1％）
 ─御ふんかう（文庫） 、御もんせき
（門跡）⑩人物
 
四例（
22・
2％）
 
─こあん（僧） 、さぬき 諸職人） 、
そうか（医師） 、御みた（弥陀
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⑪文化
　
三例（
16・
6％）─御き日（忌日） 、くまのすけ（猿
楽） 、なかと（猿楽）⑫その他
　
二例（
11・
1％）─御たかつる（鷹鶴） 、みまさか
（諸職）構成①異名
　
六例（
33・
3％）─くまのすけ
　
こあん
　
さぬき
　
そう
か
　
なかと
　
みまさか
　【例】 ・くまのすけ
　
猿楽
　　
異名
　　
（二・五・九）
○
くまのすけ
こすきはら十そくしん上申。
②省略
　
二例（
11・
1％）─てまり
　
まにあい
　【例】 ・てまり
　　
手毬麩
　　
省略
　　
（二一・一・二七）
○
てまり
三かまいる。
③御＋
　
九例（
50％）─御き日
　
御せい
　
御たかつる
　
御なきな
た
　
御まつり
　
御みた
　
御めかね
　
御もんせき
　
御いんろう
　【例】 ・御みた
　　
弥陀
　　　
御＋
　　　
（寛永二・一・一六）
○いつものことく御みまに
御みた
かゝり候て。
④御＋異名
　
一例（
5・
6％）─御ふんかう
　【例】 ・御ふんかう
 文庫
　　
 御＋異名
　（二・一・一）
○せたのふせん
御ふんかう
進上す。
　
「御いんろう」のみ、元和時代のものである。
考察　
今までの女房詞の構成は、工夫した異名や、もじことば、もの
ことばなど、特徴的な言葉が多かった。しかし、元和・寛永時代は、文化や人物 職業を除けば、そのほとんどが「御＋」という構成である。食や道具などに対して 何 に見立てて異名を造語することや 語尾に「もじ」を付けて新たな言い回しするなど、前回に見られた「遊び心」を感じる言葉は、今までの時代に比して少ない。徐々に近代へ近づくにあたって、その構成法が、変化を見せつつあるのではないか。
16、延宝・天和時代【一六七三─一六八三】
　
延宝時代、天和時代（江戸中期）の女房詞。延宝時代四五例、
天和時代二例分野①食
　
六例（
12・
7％）─おわりから物（大根） 、かせいた（飲
食） 、御さかゆ（酒湯） 、しほまつ（塩松茸） 、月夜（飯鮨） 、みのふり（瓜）②道具
　
一〇例（
21・
2％）─御おひ代（帯代） 、御かま（窯） 、
御きせる（煙管 ら（皿） 、千くさ（香） 、御ちらし（散らし） 、御手ま 調度） 、御手かかみ（手鏡） 、御はね（羽根） 、御もらい（貰い）
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③人体
　
三例（
6・
4％）─御ぬるさ（温さ） 、御ひん（鬢） 、御
つつうけ（頭痛気）④人事
　
三例（
6・
4％）─御かけすころく（掛双六 しう
けん（祝言） 、御そうそう（葬送）⑤衣類
　
二例（
4・
3％）─御かいまき（掻巻） 、御さあや（紗
綾）⑥動作
　
九例（
19％）─御うけ入（有卦入） 、御ゑいしん（詠
進） 、御かいけん（開眼） 、御かいちやう（開帳） 、御くわんほとき（願ほどき） 、御くやみ（悔み） 、御こかし 焦がし） 、御さかり（下がり 延引（延引）⑦住居
　
二例（
4・
3％）─いろ（椅廬の御所） 、御門（門）
⑧自然
　
二例（
4・
3％）─御きやら 伽羅） 、初かみ（初雷）
⑨年中行事
　
三例（
6・
4％）─御一回忌（一回忌） 、御一しう
き（一周忌） 、御うしろ手（年越し）⑩人物
　
三例（
6・
4％）─御としとく（歳徳神） 、御ひいな
（雛） 、御やとひ（雇い）⑪文化
　
二例（
4・
3％）─御きたう日（三斎月） 、御日から
（日柄）⑫その他
　
二例（
4・
3％）─御内（内） 、御きち（雉）
構成
①異名
　
四例（
8・
5％）─かせいた
　
千くさ
　
月夜
　
みのふり
　【例】 ・千くさ
　　
香
　　　
異名
　　　
（九・二・九）
○仙人。玉椿。千くさ
。かよふまいる。
②省略
　
三例（
6・
4％）─いろ
　
しほまつ
　
初かみ
　【例】 ・初かみ
　　
初雷
　　
省略
　　
（六・二・七）
○
初かみ
なる。
③御＋
　
三五例（
74・
5％）─御一回忌
　
御一しうき
　
御うけ入
　
御内
　
御ゑいしん
　
御おひ代
　
御かいけん
　
御かいちやう
　
御か
いまき
　
御かま
　
御かけすころく
　
御くわんほとき
　
御きち
　
御
きせる
　
御きやら
　
御くやみ
　
御こかし
　
御さあや
　
御さかゆ
　
御さかり
　
御さら
　
御しうけん
　
御そうそう
　
御ちらし
　
御手か
かみ
　
御ぬるさ
　
御はね
　
御ひいな
　
御日から
　
御ひん
　
御もら
い
　
御もん
　
御やとひ
　
御延引
　
御つつうけ
　【例】 ・御ぬるさ
　　
温さ
　　
御＋
　　
（延宝四・四・二七）
○ちと
御ぬるさ
ゝせられ候て。
⑤ものことば
　
一例（
2・
1％）─おわりから物
　【例】 ・おわりから物
　
大根
　　
ものことば（六・一一・二五）
○
おわりから物
しん上。
⑥御＋異名
　
三例（
6・
4％）─御うしろ手
　
御きたう日
　
御手
まり
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　【例】 ・御うしろ手
　　
年越し
　
御＋異名
　（三・一二・二三）
○く御
御うしろ手
にて豆打まいらせらる。
⑦御＋省略
　
一例（
2・
1％）─御としとく
　【例】 ・御としとく
　　
歳徳神
　　
御＋省略
　（八・一・六）
○常の御所の上段のまめて
御としとく
のかた。
　「御つつうけ」
「御延引」のみ天和時代の女房詞である。
考察 　
延宝・天和時代から、 「おわりから物」 「月
夜
注注
注
」 「御手まり」
「御うしろ手」の四語があった。異名の割合は少なく、今まであまり使用の少ない漢字表記も増えている。これまで
40％〜
50％台
を保っていた、 「御＋」という構成の割合が、 こにきて七割以上を占める結果となった。
17、貞享時代【一六八四─一六八七】
　
貞享時代（江戸中期）の女房詞。全八例。
分野①道具
　
三例（
37・
5％）─御しきし（色紙） 、御せいろう（蒸
籠） 、御わきとめ（脇留め）②人事
　
一例（
12・
5％）─御月見（月見）
③衣類
　
三例（
37・
5％）─御うふき（産着） 、御ちやくたい
（着帯） 、御ふとん（布団）
④年中行事
　
一例（
12・
5％）─きぬのそて（亥の子）
構成①異名
　
一例（
12・
5％）─きぬのそて
　【例】 ・きぬのそて
　　
亥の子
　
異名
　　
（二・一〇・一二）
○そのゝち女中
きぬのそて
をおほひてつきまいらする。
③御＋
　
七例（
87・
5％）─御うふき
　
御しきし
　
御せいろう
　
御ちやくたい
　
御月見
　
御ふとん
　
御わきとめ
　【例】 ・御うふき
　　　
産着
　　
御＋
　　
（三・一・二一）
○姫君の御かたへも
御うふき
。
考察　
赤子に関する言葉、 「御うふき（産着） 」があった。月経を表す
「さし」など、生理現象はここまでに見ることが出来たが、赤子が使う「産着」が此処まで見られないのは、宮中という環境で生活する女房故の結果と言えようか。　
貞享時代の女房詞は、その殆どが「御＋」で構成され、 「異名」
はわずか一語。その他 例は、０語という結果であった。
おわりに
　『御湯殿上日記』は時代によってどのように移り変わりを見せ
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るのかという視点で女房詞を採録してきた。　
女房詞の主な構成である「もじことば」 「異名」 「御」につい
て、 「もじことば」には、 「くもし（栗・首級） 」など、多くの同音異義語があった。 「異名」は、 「食」や「道具」など、多くの分野に亘り、 、六つ 法則を主として 成り立っているということを紹介した。接頭語「御」は、女房詞において、どのような役割を持つのか。結果 当時は、 「敬意」が多く含まれ、現代は、 「好意」が多く含まれる造語法であった。　『御湯殿上日記』からは、当時の女性の認識や、生活が深く関わって女房詞 作られていた。特に、 「月経」に関 の認識は当時と現代とではかなり差があ と思われる。 「月経 は、 「異名」を付けて遠ざけるほど、忌み嫌われる現象であり、 月経を迎えた女性は、肩身の狭い思い 女房詞に反映していた。 性の位置と深く関わった女房詞であった。　前期（文明時代─長享時代） ・中期（明應時代─慶長時代） ・後
期（元和時代─貞享時代）と 時代を分けて分析す 以下の傾向が伺えた。前期では、 「食」を表す異名が 他例よりも圧倒して多かった。女房詞の発生の一つ 「食 であるように思われる。長享時代から、採録出来る言葉の数の差が無く ってきたのは、長享時代を境に、女房詞が、徐々に他の分野に亘って
り広がりを見せたのではないかと思われる。　
中期では、多くの分野に亘って、広がりを見せ、最も時代の特
徴が現れた期間であるといえる。 「能」という形式の高まりのため、天正時代では、 「文化」に関わりのある女房詞を最も多く採録出来た。そして、戦が多発したと思 れる戦国時代の真っ只中であった、永正時代─元亀時代からは、 「戦」に関する女房詞は、永禄時代の「うちいて（合戦） 」と元亀時代の「御かいちん（凱陣） 」の二語のみであった。また 朝鮮出兵」という大きな戦があった文禄時代からも 「戦」に関わる女房詞を採録することは出来なかった。ここ 、女房詞は、 「 」とは距離を置く宮中人の環境、不吉な出来事そ ものから回避を図った造語法の反映とみられる。
　　
　
後期では、女房詞の特有の言葉とも言うべき「もじことば」
は、元和時代以降に見ることが なくなった。 「御」という構成が、急激に増加したという から、女房詞は 後期を区切りとして、近代へと歩 を見せ始めた いう史的展開を見せている。　
全体を通して、女房詞と「御」の関係 深さを確認することが
出来た。当時の女房たちは、主に天皇 対する「敬意」を込める言葉として、 「御」という接頭語を多く使用したのであろう。や
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がて、 「優しさ」を含んだ言葉として使用し、現代にまで受け継がれて来たのではないか。 「御」という接頭語は 女房詞には欠かせない造語法 手段であった。女房詞の中には、明確に女性的特徴があるということを確認することが出来た。その歴史から房詞が変容し、あるいは受け継がれて来た様相の一部を記述 てみたのである。注注
1 
続編の『女房詞の研究
 続編』 （國田百合子
 著
　
風間書房
 一九七七年
五月一五日）もある。
注
2  『日本人の知らない日本語
 なるほど×爆笑
!の日本語〝再発見〟コ
ミックエッセイ』
 蛇蔵
　
海野凪子
 著
　
メディアファクトリー
　
二〇
〇九年二月
 一巻より。
注
3 「婦人の日記について」 （ 『古記録の研究
 下』
　
齊木一馬
 著
　
吉川弘文
社
 一九八九年三月十日）
注
4 『日本語の女ことば』 （高橋
 巌著
　
高文堂
　
二〇〇二年一月二〇日）
注
5 『お公家さん 日本語』 （堀井令以知著
　
グラフ社
　
二〇〇八年八月六
日）
注
6 
＊注
5と同様。
注
7 『お湯殿の上の日記の研究
　
宗教・遊芸・文芸資料索引』 （御湯殿上日
記研究会
　
平文社
　
一九七三年三月三〇日）
注
8 
文明時代より採録。
注
9 
長享時代より採録。
注
10 
＊注
7と同様。
注
11 
＊注
7、注
10と同様。
注
12 
鶏を闘わせて勝負を競う遊戯。宮中では、三月三日、清涼殿の南庭で行われた。 （ 『広辞苑
 第六版』
　
新村
 出編
　
岩波書店
　
二〇〇八年
一月一一日）
注
13 
豊臣秀吉の領土的野心による、二度の朝鮮への侵攻。文禄・慶長の役。日本では朝鮮征伐、朝鮮では壬辰・丁酉の倭乱と呼んだ。 （ 『広辞苑
 第六版』
　
新村
 出編
　
岩波書店
　
二〇〇八年一月一一日）
注
14 
宗武氏は、当時の女房たちは、現存の美しい日本語を壊していると、『草むすび』により批判している
注
15 
杉本氏は、 「月夜」とする理由は、 「月」が女性の「月経」を連想させるためであると、 『江戸 ことば─あそばせとアリンスと─』 （杉本つとむ著
　
創拓社
　
一九八五年一〇月一五日）にて述べている。
 
（きたざわ
　
あやな
　
二〇一三年日文卒）

